
共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
四
五
）

事
案
の
概
要

一　

本
稿
で
検
討
す
る
判
例
は
、〈
Ａ
、
Ｂ
に
対
し
、
Ｘ
、
Ｙ
が

暴
行
を
加
え
た
後
、
被
告
人
が
加
わ
っ
て
さ
ら
に
暴
行
を
加
え
、

一
連
の
暴
行
の
結
果
、
Ａ
、
Ｂ
は
打
撲
等
の
傷
害
を
負
っ
た
〉
と

い
う
事
案
に
つ
い
て
、
原
判
決
が
被
告
人
は
共
謀
加
担
前
の
Ｘ
、

Ｙ
の
暴
行
に
よ
る
傷
害
を
含
め
た
全
体
に
つ
い
て
承
継
的
共
同
正

犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
旨
判
断
し
た
の
に
対
し
、
被
告
人
は
、

共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に

生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の

傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲

│
最
高
裁
平
成
二
四
年
一
一
月
六
日
第
二
小
法
廷
決
定
、
同
年
あ
第
二
三
号

傷
害
、
強
盗
、
建
造
物
侵
入
、
窃
盗
被
告
事
件
、
刑
集
六
六
巻
一
一
号
一
二
八
一
頁

│

設　
　

楽　
　

裕　
　

文

淵　
　

脇　
　

千
寿
保

判
例
研
究

一
六
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
四
六
）

い
出
し
た
Ａ
及
び
Ｂ
（
以
下
「
Ａ
ら
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
暴

行
を
加
え
た
。
そ
の
態
様
は
、
Ｂ
に
対
し
、
複
数
回
手
拳
で
顔
面

を
殴
打
し
、
顔
面
や
腹
部
を
膝
蹴
り
し
、
足
を
の
ぼ
り
旗
の
支
柱

で
殴
打
し
、
背
中
を
ド
ラ
イ
バ
ー
で
突
く
な
ど
し
、
Ａ
に
対
し
、

右
手
の
親
指
辺
り
を
石
で
殴
打
し
た
ほ
か
、
複
数
回
手
拳
で
殴
り
、

足
で
蹴
り
、
背
中
を
ド
ラ
イ
バ
ー
で
突
く
な
ど
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

⑵　

Ｘ
ら
は
、
Ｂ
を
車
の
ト
ラ
ン
ク
に
押
し
込
み
、
Ａ
も
車
に

乗
せ
、
松
山
市
内
の
別
の
駐
車
場
（
以
下
「
本
件
現
場
」
と
い

う
。）
に
向
か
っ
た
。
そ
の
際
、
Ｙ
は
、
被
告
人
が
か
ね
て
よ
り

Ａ
を
捜
し
て
い
た
の
を
知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
日
午
前
三
時

五
〇
分
頃
、
被
告
人
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
Ａ
を
連
れ
て
本
件
現
場

に
行
く
旨
を
伝
え
た
。

⑶　

Ｘ
ら
は
、
本
件
現
場
に
到
着
後
、
Ａ
ら
に
対
し
、
更
に
暴

行
を
加
え
た
。
そ
の
態
様
は
、
Ｂ
に
対
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
柄
で

頭
を
殴
打
し
、
金
属
製
は
し
ご
や
角
材
を
上
半
身
に
向
か
っ
て
投

げ
つ
け
た
ほ
か
、
複
数
回
手
拳
で
殴
っ
た
り
足
で
蹴
っ
た
り
し
、

Ａ
に
対
し
、
金
属
製
は
し
ご
を
投
げ
つ
け
た
ほ
か
、
複
数
回
手
拳

で
殴
っ
た
り
足
で
蹴
っ
た
り
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
一
連
の
暴
行
に
よ
り
、
Ａ
ら
は
、
被
告
人
の
本
件
現
場
到
着

共
謀
加
担
前
に
Ｘ
ら
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
結
果
に
つ
い

て
は
、
被
告
人
の
共
謀
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
と
因
果
関
係
を

有
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任

を
負
う
こ
と
は
な
く
、
共
謀
加
担
後
の
傷
害
を
引
き
起
こ
す
に
足

り
る
暴
行
に
よ
っ
て
Ａ
ら
の
傷
害
の
発
生
に
寄
与
し
た
こ
と
に
つ

い
て
の
み
、
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
旨
判
断

し
た
、
最
高
裁
決
定
（
以
下
、「
本
件
決
定
」
と
い
う
）
で
あ
る
。

本
件
決
定
は
、
傷
害
罪
に
つ
い
て
の
事
例
判
断
で
あ
る
と
は
い
え
、

承
継
的
共
同
正
犯
の
問
題
（
先
行
者
が
犯
罪
の
実
行
に
着
手
し
た

後
、
当
該
犯
罪
が
終
了
す
る
前
に
、
後
行
者
が
先
行
者
と
意
思
を

通
じ
て
関
与
し
た
場
合
、
後
行
者
が
共
同
正
犯
と
し
て
の
罪
責
を

負
う
の
は
ど
の
範
囲
か
、
と
い
う
問
題
）
に
つ
い
て
、
初
め
て
最

高
裁
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
1
）
。

二　

本
件
決
定
は
、
判
断
の
前
提
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
事
実

関
係
」
を
掲
げ
た
。

「
1　

原
判
決
及
び
そ
の
是
認
す
る
第
一
審
判
決
の
認
定
並
び

に
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
事
実
関
係
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

Ｘ
及
び
Ｙ
（
以
下
「
Ｘ
ら
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
二
二

年
五
月
二
六
日
午
前
三
時
頃
、
愛
媛
県
伊
予
市
内
の
携
帯
電
話
販

売
店
に
隣
接
す
る
駐
車
場
又
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
、
同
店
に
誘

一
六
六



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
四
七
）

部
切
挫
創
、
両
膝
挫
創
の
傷
害
を
負
っ
た
。」

三　

右
の
「
事
実
関
係
」
か
ら
は
、
第
一
審
判
決
及
び
第
二
審
判

決
＝
原
判
決
の
採
用
す
る
承
継
的
共
同
正
犯
の
要
件
を
充
た
す
事

実
や
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
の
判
決
の
判
断
の
基
礎
に
あ
る
本
件
に

お
け
る
共
同
正
犯
と
し
て
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
事
実
を
十
分

う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
、
第
一
審

判
決
（
松
山
地
判
平
成
二
三
年
三
月
二
四
日
刑
集
六
六
巻
一
一
号

一
二
九
九
頁
以
下
）
及
び
第
二
審
判
決
（
高
松
高
判
平
成
二
三
年

一
一
月
一
五
日
刑
集
六
六
巻
一
一
号
一
三
二
四
頁
以
下
）
の
認
定

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
関
連
す
る
事
実
経
過
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に

す
る
。

⑴　

Ｘ
は
、
被
告
人
よ
り
二
歳
年
下
で
あ
り
、
被
告
人
と
は
本

件
の
約
七
年
前
（
中
学
生
当
時
）
に
知
り
合
い
、
本
件
の
頃
は
被

告
人
と
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
。
Ｙ
は
、
被
告
人
よ
り
三
歳
年

下
で
あ
り
、
被
告
人
と
は
平
成
二
〇
年
一
月
頃
に
知
り
合
っ
て
親

し
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

⑵　

Ｘ
、
Ｙ
と
Ａ
と
は
以
前
か
ら
の
知
合
い
で
あ
っ
た
。
Ｘ
は
、

Ａ
が
Ｘ
の
知
人
女
性
か
ら
五
万
円
を
借
り
て
返
さ
な
か
っ
た
こ
と

に
不
満
を
も
っ
て
お
り
、
平
成
二
二
年
五
月
二
〇
日
頃
、
Ａ
に
対

し
利
息
も
含
め
た
支
払
を
要
求
し
、
一
五
万
円
を
支
払
う
と
の
約

前
か
ら
流
血
し
、
負
傷
し
て
い
た
。

⑷　

同
日
午
前
四
時
過
ぎ
頃
、
被
告
人
は
、
本
件
現
場
に
到
着

し
、
Ａ
ら
が
Ｘ
ら
か
ら
暴
行
を
受
け
て
逃
走
や
抵
抗
が
困
難
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
Ｘ
ら
と
共
謀
の
上
、
Ａ
ら
に
対
し
、
暴
行

を
加
え
た
。
そ
の
態
様
は
、
Ｂ
に
対
し
、
被
告
人
が
、
角
材
で
背

中
、
腹
、
足
な
ど
を
殴
打
し
、
頭
や
腹
を
足
で
蹴
り
、
金
属
製
は

し
ご
を
何
度
も
投
げ
つ
け
る
な
ど
し
た
ほ
か
、
Ｘ
ら
が
足
で
蹴
っ

た
り
、
Ｙ
が
金
属
製
は
し
ご
で
叩
い
た
り
し
、
Ａ
に
対
し
、
被
告

人
が
、
金
属
製
は
し
ご
や
角
材
や
手
拳
で
頭
、
肩
、
背
中
な
ど
を

多
数
回
殴
打
し
、
Ｘ
に
押
さ
え
さ
せ
た
Ａ
の
足
を
金
属
製
は
し
ご

で
殴
打
す
る
な
ど
し
た
ほ
か
、
Ｘ
が
角
材
で
肩
を
叩
く
な
ど
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
被
告
人
ら
の
暴
行
は
同
日
午
前
五
時
頃

ま
で
続
い
た
が
、
共
謀
加
担
後
に
加
え
ら
れ
た
被
告
人
の
暴
行
の

方
が
そ
れ
以
前
の
Ｘ
ら
の
暴
行
よ
り
も
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

⑸　

被
告
人
の
共
謀
加
担
前
後
に
わ
た
る
一
連
の
前
記
暴
行
の

結
果
、
Ｂ
は
、
約
三
週
間
の
安
静
加
療
を
要
す
る
見
込
み
の
頭
部

外
傷
擦
過
打
撲
、
顔
面
両
耳
鼻
部
打
撲
擦
過
、
両
上
肢
・
背
部
右

肋
骨
・
右
肩
甲
部
打
撲
擦
過
、
両
膝
両
下
腿
右
足
打
撲
擦
過
、
頚

椎
捻
挫
、
腰
椎
捻
挫
の
傷
害
を
負
い
、
Ａ
は
、
約
六
週
間
の
安
静

加
療
を
要
す
る
見
込
み
の
右
母
指
基
節
骨
骨
折
、
全
身
打
撲
、
頭

一
六
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
四
八
）

て
お
り
、
被
告
人
と
別
れ
た
五
月
二
五
日
の
深
夜
頃
、
Ｚ
の
妹
や

そ
の
友
人
女
性
を
使
っ
て
、
Ａ
を
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
伊
予
店
に
誘
い
出

し
た
。
Ａ
は
、
行
動
を
共
に
し
て
い
た
Ｂ
と
と
も
に
、
Ｄ
シ
ョ
ッ

プ
伊
予
店
に
向
か
い
、
五
月
二
六
日
午
前
三
時
頃
に
到
着
し
た
。

そ
の
後
の
Ａ
、
Ｂ
に
対
す
る
Ｘ
、
Ｙ
、
被
告
人
に
よ
る
暴
行
の

態
様
は
、
前
掲
（
二
）
の
「
事
実
関
係
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑹　

被
告
人
は
、
Ａ
、
Ｂ
に
対
す
る
暴
行
を
終
了
し
た
後
、
Ａ

に
対
し
「
二
万
円
を
今
日
中
に
段
取
れ
」
な
ど
と
い
い
、
Ａ
は
、

知
人
に
電
話
し
て
金
を
借
り
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
Ｂ
が
先
に
金

を
借
り
て
い
た
の
で
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
Ａ
か
ら
聞
い
た
被
告
人
は
、
Ｂ
に
対
し
「
お
れ
が
も
ら
う

金
や
っ
た
ん
や
が
」「
お
前
も
一
緒
に
段
取
れ
」
な
ど
と
い
っ
た
。

Ｘ
は
、
Ｂ
に
対
し
「
今
持
っ
と
る
金
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
ん
ぞ
」

と
聞
き
つ
つ
Ｂ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
触
り
、
Ｂ
は
、
隠
し
き
れ
な
い
と

思
っ
て
、
現
金
約
四
八
〇
〇
円
の
入
っ
て
い
る
財
布
を
差
し
出
し

た
。
Ａ
、
Ｂ
に
対
し
、
Ｘ
は
、
財
布
を
取
得
し
た
後
、
被
告
人
が

あ
と
一
万
五
〇
〇
〇
円
を
用
意
す
る
よ
う
に
い
っ
て
い
る
と
伝
え
、

被
告
人
も
自
ら
一
万
五
〇
〇
〇
円
を
要
求
し
た
。

以
上
の
⑴
か
ら
⑹
ま
で
の
事
実
経
過
に
鑑
み
る
と
、
被
告
人
は
、

Ｘ
、
Ｙ
ら
と
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
お
り
、
本
件
の
暴
行
は
、
被

束
を
さ
せ
た
。
ま
た
、
Ｘ
の
遊
び
仲
間
で
あ
る
Ｚ
も
、
Ａ
に
貸
し

た
バ
ッ
グ
が
返
却
さ
れ
な
い
こ
と
等
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。

⑶　

五
月
二
一
日
深
夜
な
い
し
二
二
日
未
明
に
被
告
人
、
Ｘ
、

Ｚ
と
Ａ
、
Ｂ
と
が
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
会
っ
た
際
、
共
通
の
友
人

で
あ
る
Ｃ
が
被
告
人
や
そ
の
仲
間
の
悪
口
を
い
っ
て
い
る
と
い
う

話
が
出
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
は
、
Ａ
に
対
し
Ｃ
を
呼
ん
で
く
る

よ
う
に
指
示
し
た
。
し
か
し
、
Ａ
が
帰
っ
て
こ
ず
電
話
に
も
出
な

か
っ
た
の
で
、
被
告
人
ら
は
Ａ
が
逃
げ
た
も
の
と
受
け
止
め
た

（
第
二
審
判
決
は
、
こ
の
と
き
Ａ
が
帰
ら
な
か
っ
た
た
め
「
被
告

人
は
、
Ａ
に
対
し
、
逃
げ
た
と
し
て
立
腹
し
て
い
た
」
と
認
定
し

て
い
る
。
│
刑
集
六
六
巻
一
一
号
一
三
三
〇
頁
参
照
）。

⑷　

五
月
二
二
日
夕
方
に
被
告
人
ら
と
Ａ
が
会
っ
た
際
、
被
告

人
は
、
Ｂ
の
い
る
場
で
、
Ａ
に
対
し
、
傘
や
素
手
で
殴
る
な
ど
の

暴
行
を
加
え
て
、「
二
万
円
を
段
取
れ
」
な
ど
と
い
い
、
そ
の
後
、

Ａ
、
Ｂ
は
、
被
告
人
ら
に
会
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
外
出
を
避

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
被
告
人
、
Ｘ
、
Ｙ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
に
対

し
腹
を
立
て
、
Ａ
を
捜
し
た
。

⑸　

五
月
二
五
日
夕
方
、
被
告
人
は
、
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
を
呼
び
出

し
、
集
合
し
移
動
し
た
後
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
と
告
げ
て
Ｘ
ら
と

別
れ
た
。
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
は
、
Ａ
を
捜
し
出
し
て
殴
ろ
う
と
相
談
し

一
六
八



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
四
九
）

こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
一
審
判
決
は
、
Ａ
及
び
Ｂ
の
傷
害
の
大

半
は
、
被
告
人
が
本
件
現
場
に
到
着
す
る
前
の
Ｘ
及
び
Ｙ
の
加
え

た
暴
行
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
被
告
人
が
加
わ
っ
た
後
の
暴

行
に
よ
る
も
の
か
が
、
証
拠
上
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
傷

害
罪
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、
い
わ
ゆ
る
承
継
的
共
同
正
犯
の
成

否
が
問
題
と
な
る
と
し
て
、「
当
裁
判
所
は
、
承
継
的
共
同
正
犯

は
、
後
行
者
に
お
い
て
、
先
行
者
の
行
為
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
結
果
を
認
識
・
認
容
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
自
己
の

犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
意
思
の
下
に
、
実

体
法
上
の
一
罪
（
狭
義
の
単
純
一
罪
に
限
ら
な
い
。）
を
構
成
す

る
先
行
者
の
犯
罪
に
途
中
か
ら
共
謀
加
担
し
、
上
記
行
為
等
を
現

に
そ
の
よ
う
な
手
段
と
し
て
利
用
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
解
す

る
の
を
相
当
と
し
（
大
阪
高
判
昭
和
六
二
年
七
月
一
〇
日
高
刑
集

四
〇
巻
三
号
七
二
〇
頁
同
旨
）、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
件

事
案
に
即
し
て
検
討
を
加
え
る
」
と
し
た
上
で
、
結
論
と
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
Ｘ
及
び
Ｙ
に
よ
る
先
行
行
為
と
し
て
の
暴
行
と
、
被
告
人
加

担
後
の
暴
行
と
は
、
一
体
性
が
強
い
こ
と
、
Ｘ
及
び
Ｙ
と
し
て
も
、

本
件
現
場
に
お
い
て
本
格
的
な
暴
行
を
振
る
う
こ
と
を
予
定
し
、

本
件
現
場
に
向
か
う
途
中
、
Ｙ
か
ら
被
告
人
に
Ａ
を
捕
ま
え
た
こ

告
人
が
五
月
二
二
日
夕
方
に
Ａ
に
対
し
暴
行
を
加
え
て
二
万
円
の

金
員
を
要
求
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。

も
っ
と
も
、
第
一
審
判
決
、
第
二
審
判
決
と
も
に
本
件
暴
行
は

「
制
裁
目
的
」
で
加
え
ら
れ
た
も
の
と
認
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
被
告
人
は
、
共
謀
加
担
以
前
の
Ｘ
、
Ｙ
に
よ
る
暴
行

に
つ
い
て
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

四　

被
告
人
は
、
前
掲
（
二
）
の
「
事
実
関
係
」
の
事
実
に
関
し

て
傷
害
罪
、
前
掲
三
⑹
の
財
物
強
取
の
事
実
に
関
し
て
強
盗
罪
、

さ
ら
に
、
本
件
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
も
の
の
、
Ｘ
及
び
Ｗ
と

共
謀
の
上
、
Ｘ
、
Ｗ
が
実
行
し
た
建
造
物
侵
入
罪
、
窃
盗
罪
の
公

訴
事
実
で
起
訴
さ
れ
た
。

第
一
審
に
お
い
て
、
傷
害
罪
の
公
訴
事
実
に
つ
き
、
検
察
官
は
、

Ｘ
及
び
Ｙ
が
Ａ
、
Ｂ
に
対
し
て
暴
行
を
加
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
被

告
人
は
、
そ
れ
を
認
識
・
認
容
し
、
そ
れ
に
加
担
す
る
意
思
の
下
、

途
中
か
ら
犯
行
に
加
担
し
て
、
Ａ
、
Ｂ
に
暴
行
を
加
え
、
両
名
に

傷
害
を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
傷
害
罪
の
承
継
的
共
同
正
犯

が
成
立
す
る
旨
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
弁
護
人
は
、
被
告
人

と
Ｘ
及
び
Ｙ
と
の
間
に
共
謀
は
な
く
、
被
告
人
の
暴
行
と
Ａ
、
Ｂ

の
各
傷
害
結
果
と
の
間
に
因
果
関
係
は
な
い
の
で
被
告
人
に
傷
害

罪
の
承
継
的
共
同
正
犯
は
成
立
し
な
い
旨
主
張
し
た
。

一
六
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
〇
）

で
あ
っ
た
。
被
告
人
は
、
訴
訟
手
続
の
法
令
違
反
、
事
実
誤
認
、

法
令
適
用
の
誤
り
及
び
量
刑
不
当
を
理
由
に
控
訴
し
た
。

五　

第
二
審
に
お
い
て
、
弁
護
人
は
、
傷
害
の
事
実
に
つ
き
、
被

告
人
と
Ｘ
及
び
Ｙ
と
の
間
に
事
前
共
謀
、
現
場
共
謀
と
も
な
く
、

被
告
人
の
暴
行
と
Ｂ
及
び
Ａ
の
傷
害
と
の
間
に
因
果
関
係
は
な
い

か
ら
、
被
告
人
に
は
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
（
承
継
的
共
同
正
犯
を

含
む
）
は
成
立
し
な
い
旨
主
張
し
た
。

第
二
審
判
決
は
、「
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
行
者
に
お
い
て
、

先
行
者
の
行
為
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
を
認
識
、
認
容

す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
積
極
的

に
利
用
す
る
意
思
の
も
と
に
、
実
体
法
上
の
一
罪
を
構
成
す
る
先

行
者
の
犯
罪
に
途
中
か
ら
共
謀
加
担
し
、
上
記
行
為
等
を
現
に
そ

の
よ
う
な
手
段
と
し
て
利
用
し
た
場
合
に
限
り
、
共
謀
成
立
以
前

の
先
行
者
の
行
為
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ
る
」

と
し
、
本
件
の
傷
害
は
「
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
付
近
で
の
暴
行
か
ら
ア
イ

ロ
ッ
ト
〔
本
件
現
場
〕
で
の
暴
行
に
至
る
ま
で
、
単
一
の
犯
意
に

基
づ
く
強
い
一
体
性
を
有
す
る
も
の
で
、
被
害
者
毎
に
一
罪
を
構

成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
被
告
人
は
、
Ｙ
か
ら
連
絡
を
受
け
た

時
点
で
Ａ
の
身
柄
を
拘
束
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
Ｘ
ら
が

Ａ
ら
を
ア
イ
ロ
ッ
ト
に
連
行
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ
の
身
柄
を
確

と
を
連
絡
し
た
こ
と
、
そ
の
時
点
で
、
Ｘ
ら
は
、
被
告
人
が
本
件

現
場
到
着
後
に
Ａ
ら
に
暴
行
を
加
え
る
こ
と
を
予
測
し
て
被
告
人

に
協
力
し
よ
う
と
、
被
告
人
も
、
Ｘ
ら
が
、
Ａ
に
対
し
て
暴
行
を

加
え
て
い
る
こ
と
を
予
測
し
て
こ
れ
に
加
担
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
こ
と
、
被
告
人
が
本
件
現
場
に
到
着
し
、
Ｂ
及
び
Ａ
の
様
子
を

見
て
、
両
名
が
負
傷
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
Ｘ
及
び

Ｙ
と
共
謀
の
上
、
両
名
に
対
し
暴
行
を
加
え
た
こ
と
、
被
告
人
は
、

加
担
後
は
、
終
始
積
極
的
に
激
し
い
暴
行
を
加
え
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
両
名
の
傷
害
は
相
当
程
度
重
篤
化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら

す
れ
ば
、
被
告
人
は
、
Ｘ
及
び
Ｙ
が
、
自
ら
が
本
件
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
間
に
、
Ｂ
及
び
Ａ
を
捕
ま
え
て
暴
行
を
加
え
、
そ
の

暴
行
の
結
果
両
名
が
負
傷
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
、
認
容
の
上
、

Ｂ
及
び
Ａ
が
こ
れ
ら
の
暴
行
等
に
よ
り
抵
抗
で
き
な
く
な
っ
た
状

態
を
、
制
裁
目
的
で
の
暴
行
と
い
う
、
自
己
の
犯
罪
遂
行
に
積
極

的
に
利
用
す
る
意
思
の
下
に
、
Ｘ
及
び
Ｙ
の
暴
行
に
途
中
か
ら
共

謀
加
担
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。〔
改
行
〕
し
た
が
っ
て
、
被

告
人
は
、
被
告
人
が
加
担
す
る
前
の
Ｘ
や
Ｙ
に
よ
る
傷
害
も
含
め

た
全
体
に
つ
い
て
、
承
継
的
共
同
正
犯
と
し
て
そ
の
責
任
を
負

う
。」宣

告
刑
は
、
懲
役
六
年
（
未
決
勾
留
日
数
中
一
〇
〇
日
算
入
）

一
七
〇



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
五
一
）

告
人
は
、
被
告
人
が
加
担
す
る
以
前
の
Ｘ
や
Ｙ
に
よ
る
傷
害
を
含

め
た
全
体
に
つ
い
て
、
承
継
的
共
同
正
犯
と
し
て
責
任
を
負
う
も

の
と
解
さ
れ
る
」
と
判
示
し
た
。
弁
護
人
の
他
の
主
張
も
排
斥
さ

れ
、
結
局
、
控
訴
は
棄
却
さ
れ
た
。

六　

被
告
人
が
上
告
し
、
上
告
審
に
お
い
て
、
弁
護
人
は
、
傷
害

の
事
実
に
つ
き
、
原
判
決
が
、
被
告
人
が
加
担
す
る
以
前
に
Ｘ
及

び
Ｙ
が
加
え
た
暴
行
に
よ
る
傷
害
の
全
て
に
つ
い
て
ま
で
被
告
人

が
責
任
を
負
う
と
判
示
し
た
の
は
責
任
主
義
に
反
し
、
原
判
決
の

い
う
よ
う
に
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
す
る
場
合
を
限
定
し
て
も
、

被
告
人
に
は
Ｘ
ら
先
行
者
の
暴
行
を
利
用
す
る
意
思
は
な
く
、
利

用
し
て
も
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
原
判
決
に
は
重
大
な
事
実
誤
認

が
あ
る
旨
主
張
し
た
（
刑
集
六
六
巻
一
一
号
一
二
九
六
〜

一
二
九
七
頁
）。
本
件
決
定
は
、
弁
護
人
の
上
告
趣
意
は
、
憲
法

違
反
を
い
う
点
を
含
め
、
実
質
は
単
な
る
法
令
違
反
、
事
実
誤
認

の
主
張
で
あ
っ
て
、
刑
事
訴
訟
法
四
〇
五
条
の
上
告
理
由
に
当
た

ら
な
い
と
し
つ
つ
、
本
件
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
に

つ
い
て
職
権
に
よ
る
判
断
を
示
し
た
。

決
定
要
旨

本
件
決
定
は
、
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
に
つ
い
て
、

保
し
、
さ
ら
に
逃
走
や
抵
抗
を
封
じ
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
の
暴

行
を
加
え
、
今
後
も
加
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
他
方
、
Ｘ
、
Ｙ
ら
は
被
告
人
が
Ａ

を
捜
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
Ｙ
が
Ａ
ら
の
身
柄
を
確
保

し
た
旨
を
被
告
人
に
連
絡
し
た
趣
旨
は
、
被
告
人
が
制
裁
目
的
で

Ａ
及
び
Ａ
と
同
行
し
て
い
た
Ｂ
に
暴
行
を
加
え
る
こ
と
を
予
期
し
、

自
己
の
制
裁
目
的
を
実
現
す
る
と
共
に
、
ま
さ
に
被
告
人
の
制
裁

目
的
に
供
す
る
た
め
に
、
Ａ
ら
を
被
告
人
に
差
し
出
す
こ
と
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
被
告
人
が
ア
イ
ロ
ッ
ト
に
到
着
し

た
際
に
は
、
Ａ
や
Ｂ
が
流
血
し
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
も

の
と
認
め
ら
れ
、
既
に
Ｘ
や
Ｙ
か
ら
相
当
程
度
の
暴
行
を
受
け
、

逃
走
や
抵
抗
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、

制
裁
目
的
で
上
記
の
と
お
り
Ａ
や
Ｂ
に
対
し
て
相
当
激
し
い
暴
行

を
加
え
、
こ
れ
に
よ
り
両
名
の
傷
害
が
重
篤
化
し
た
と
思
わ
れ
る

こ
と
な
ど
の
事
実
関
係
に
照
ら
せ
ば
、
被
告
人
に
お
い
て
、
Ｘ
、

Ｙ
の
行
為
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
を
認
識
、
認
容
し
、

さ
ら
に
こ
れ
を
制
裁
目
的
に
よ
る
暴
行
と
い
う
自
己
の
犯
罪
遂
行

の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
意
思
の
も
と
に
、
一
罪
関
係

に
あ
る
傷
害
に
途
中
か
ら
共
謀
加
担
し
、
上
記
行
為
等
を
現
に
そ

の
よ
う
な
制
裁
の
手
段
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被

一
七
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
二
）

ら
の
傷
害
（
し
た
が
っ
て
、
第
一
審
判
決
が
認
定
し
た
傷
害
の
う

ち
Ｂ
の
顔
面
両
耳
鼻
部
打
撲
擦
過
と
Ａ
の
右
母
指
基
節
骨
骨
折
は

除
か
れ
る
。
以
下
同
じ
。）
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
被
告
人
は
、
共
謀
加
担
前
に
Ｘ
ら
が

既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
結
果
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
の
共
謀

及
び
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
が
こ
れ
と
因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
は

な
い
か
ら
、
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
は

な
く
、
共
謀
加
担
後
の
傷
害
を
引
き
起
こ
す
に
足
り
る
暴
行
に

よ
っ
て
Ａ
ら
の
傷
害
の
発
生
に
寄
与
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
み
、

傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
原
判
決
の
上
記
2
の
認
定
は
、
被
告
人
に
お
い
て
、
Ａ

ら
が
Ｘ
ら
の
暴
行
を
受
け
て
負
傷
し
、
逃
亡
や
抵
抗
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
状
態
を
利
用
し
て
更
に
暴
行
に
及
ん
だ
趣
旨
を
い
う

も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
被
告
人
が
共
謀
加
担
後
に
更
に
暴
行
を
行
っ
た
動
機
な

い
し
契
機
に
す
ぎ
ず
、
共
謀
加
担
前
の
傷
害
結
果
に
つ
い
て
刑
事

責
任
を
問
い
得
る
理
由
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
傷
害
罪

の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
に
関
す
る
上
記
判
断
を
左
右
す
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
被
告
人
の
共
謀
加
担
前
に
Ｘ
ら
が
既

に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
結
果
を
含
め
て
被
告
人
に
傷
害
罪
の
共

前
掲
（
事
案
の
概
要
二
）
の
事
実
関
係
を
「
1
」
に
掲
記
し
、

「
2　

原
判
決
は
、
以
上
の
事
実
関
係
を
前
提
に
、
被
告
人
は
、

Ｘ
ら
の
行
為
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
を
認
識
、
認
容
し
、

さ
ら
に
、
こ
れ
を
制
裁
目
的
に
よ
る
暴
行
と
い
う
自
己
の
犯
罪
遂

行
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
意
思
の
下
に
、
一
罪
関
係

に
あ
る
傷
害
に
途
中
か
ら
共
謀
加
担
し
、
上
記
行
為
等
を
現
に
そ

の
よ
う
な
制
裁
の
手
段
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
定
し

た
。
そ
の
上
で
、
原
判
決
は
、
被
告
人
は
、
被
告
人
の
共
謀
加
担

前
の
Ｘ
ら
の
暴
行
に
よ
る
傷
害
を
含
め
た
全
体
に
つ
い
て
、
承
継

的
共
同
正
犯
と
し
て
責
任
を
負
う
と
の
判
断
を
示
し
た
」
と
し
た

上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
傍
線
は
刑
集
）。

「
所
論
は
、
被
告
人
の
共
謀
加
担
前
の
Ｘ
ら
の
暴
行
に
よ
る
傷

害
を
含
め
て
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
に
は

責
任
主
義
に
反
す
る
違
法
が
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
検
討
す
る
と
、
前
記
1
の
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
被
告

人
は
、
Ｘ
ら
が
共
謀
し
て
Ａ
ら
に
暴
行
を
加
え
て
傷
害
を
負
わ
せ

た
後
に
、
Ｘ
ら
に
共
謀
加
担
し
た
上
、
金
属
製
は
し
ご
や
角
材
を

用
い
て
、
Ｂ
の
背
中
や
足
、
Ａ
の
頭
、
肩
、
背
中
や
足
を
殴
打
し
、

Ｂ
の
頭
を
蹴
る
な
ど
更
に
強
度
の
暴
行
を
加
え
て
お
り
、
少
な
く

と
も
、
共
謀
加
担
後
に
暴
行
を
加
え
た
上
記
部
位
に
つ
い
て
は
Ａ

一
七
二



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
五
三
）

と
も
感
じ
る
」
と
の
評
価
さ
え
あ
る
（
4
）
。
そ
こ
で
、
以
下
、
従
来
の

裁
判
例
及
び
学
説
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
本
件
決
定
を
検
討
し

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二　

本
件
決
定
以
前
の
判
例

1　

概　

観

承
継
的
共
犯
の
問
題
（
先
行
者
の
行
為
及
び
結
果
に
つ
い
て
、

実
行
行
為
が
完
了
す
る
前
に
中
途
か
ら
加
功
し
た
者
が
共
犯
と
し

て
刑
責
を
負
う
か
、
と
い
う
問
題
│
こ
れ
に
「
承
継
的
共
同
正
犯

の
問
題
」
は
包
摂
さ
れ
る
と
も
い
え
る
）
に
つ
い
て
、
従
来
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
大
判
昭
和
一
三
年

一
一
月
一
八
日
刑
集
一
七
巻
八
三
九
頁
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、

〈
夫
か
ら
強
盗
目
的
で
Ａ
を
殺
害
し
た
旨
を
知
ら
さ
れ
た
被
告
人

が
蝋
燭
で
照
ら
し
て
夫
の
金
品
奪
取
を
容
易
に
し
た
〉
と
い
う
事

案
に
つ
い
て
、「
該
強
盗
殺
人
罪
ノ
一
部
タ
ル
強
取
行
為
ニ
加
擔

シ
之
ヲ
幇
助
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
所
為
ニ
対
シ
テ
ハ
強
盗
殺
人
罪

ノ
従
犯
ヲ
以
テ
問
擬
ス
ル
ヲ
相
當
ト
」
す
る
と
述
べ
て
、
強
盗
殺

人
罪
の
幇
助
が
成
立
す
る
と
し
た
（
た
だ
し
、
刑
は
強
盗
罪
の
幇

助
と
同
様
の
懲
役
二
年
〔
執
行
猶
予
三
年
〕
と
し
た
）。
そ
の
根

拠
は
、
強
盗
殺
人
罪
が
強
盗
罪
と
殺
人
罪
の
結
合
し
た
単
純
一
罪

で
あ
り
、
被
告
人
が
、
Ｘ
に
お
い
て
強
盗
殺
人
罪
を
犯
し
た
事
実

同
正
犯
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
に
は
、
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の

成
立
範
囲
に
関
す
る
刑
法
六
〇
条
、
二
〇
四
条
の
解
釈
適
用
を

誤
っ
た
法
令
違
反
が
あ
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

本
件
決
定
は
、
右
の
法
令
違
反
は
一
罪
に
お
け
る
共
同
正
犯
の

成
立
範
囲
に
関
す
る
も
の
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
罪
数
や
処

断
刑
の
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
く
、
量
刑
不
当
と
も

い
え
な
い
の
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
刑
事
訴
訟
法
四
一
一
条
を
適

用
す
べ
き
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

な
お
、
千
葉
勝
美
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
）。研　

究

一　

序

前
述
（
事
案
の
概
要
一
）
し
た
よ
う
に
、
承
継
的
共
同
正
犯
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
最
高
裁
判
例
が
な
く
、
下
級
審
裁

判
例
や
学
説
は
、
肯
定
説
、
否
定
説
、
中
間
説
な
ど
に
分
か
れ
て

い
る
（
2
）
。
本
件
決
定
は
、（
無
限
定
な
い
し
完
全
）
肯
定
説
と
は
相

容
れ
な
い
と
評
価
さ
れ
る
も
の
の
（
3
）
、
と
り
わ
け
千
葉
裁
判
官
の
補

足
意
見
（
以
下
、「
補
足
意
見
」
と
い
う
）
を
併
せ
読
む
と
、（
完

全
）
否
定
説
を
採
っ
た
も
の
と
も
即
断
し
難
い
。「
異
例
の
判
例

一
七
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
四
）

（
裁
判
例
1
）
名
古
屋
高
判
昭
和
四
七
年
七
月
二
七
日
刑
月
四

巻
七
号
一
二
八
四
頁

〈
暴
力
団
組
長
Ｘ
の
指
示
に
よ
り
、
組
事
務
所
に
お
い
て
、
午

前
二
時
三
〇
分
頃
か
ら
、
幹
部
組
員
Ｙ
の
指
揮
の
下
、
組
員
ら
が
、

Ａ
に
対
し
、
木
刀
な
ど
を
用
い
て
暴
行
を
加
え
、
午
前
五
時
頃
、

被
告
人
（
Ｘ
の
舎
弟
分
）
が
組
事
務
所
に
到
着
し
て
Ａ
の
胸
や
肩

あ
た
り
を
数
回
蹴
と
ば
し
、
さ
ら
に
、
午
前
六
時
過
ぎ
頃
、
Ｘ
が

組
事
務
所
に
帰
っ
て
き
て
、
Ａ
に
対
し
、
木
刀
や
鉄
パ
イ
プ
製
の

折
り
た
た
み
椅
子
で
頭
部
を
殴
打
す
る
等
の
暴
行
を
加
え
た
。
Ａ

は
、
午
前
一
一
時
頃
、
右
硬
脳
膜
下
出
血
に
よ
り
死
亡
し
た
〉
と

い
う
事
案
に
つ
い
て
、
判
決
は
、「
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
と
し

て
は
、〔
…
〕
共
同
実
行
の
意
思
と
共
同
実
行
の
事
実
と
が
必
要

で
あ
り
、
し
か
も
、
共
同
実
行
の
意
思
と
共
同
実
行
の
事
実
と
が

同
時
期
に
存
在
す
べ
き
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
一
般
的
に
は
、
事
後
の
認
識
、
認
容
が
あ
る
か
ら
と
い
つ

て
、
先
行
者
の
行
つ
た
こ
と
が
当
然
に
後
行
者
に
帰
責
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
後
行
者
は
、
共
同
実
行
の
意
思
を
も
つ
て
介
入
し

た
時
以
後
の
共
同
実
行
に
つ
い
て
の
み
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任

を
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
結
果
的
加
重
犯
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
発
生

を
知
悉
し
な
が
ら
強
盗
殺
人
罪
の
一
部
で
あ
る
強
取
行
為
に
加
担

し
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
判
決
は
、
強

盗
殺
人
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
と
は
し
て
い
な
い
し
、
宣
告

刑
が
軽
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
必
ず
し
も
（
完
全
）
肯
定

説
に
従
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

最
高
裁
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
下
級
審
裁
判
例
は
、
右
の
大
審

院
判
決
と
同
様
に
、
ア
一
罪
の
一
部
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

後
行
者
は
先
行
者
の
行
為
及
び
結
果
を
認
識
し
て
加
担
す
れ
ば
全

体
に
つ
き
共
犯
責
任
を
負
う
と
す
る
も
の
、
イ
後
行
者
は
関
与
以

前
の
先
行
者
の
行
為
及
び
結
果
に
つ
き
共
犯
責
任
を
負
わ
な
い
と

す
る
も
の
、
ウ
後
行
者
が
先
行
者
の
行
為
等
を
自
己
の
犯
罪
の
内

容
に
取
り
入
れ
た
か
、
あ
る
い
は
自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し

て
積
極
的
に
利
用
し
た
と
い
え
る
か
、
と
い
っ
た
基
準
に
よ
り
判

断
し
て
い
る
も
の
、
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
5
）
。
さ
ら
に
、
近

時
は
「
後
行
者
が
関
与
す
る
以
前
の
先
行
者
の
行
為
等
に
つ
き
後

行
者
に
共
同
正
犯
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
高
裁
判
決
が
相
次
い

で
い
た
」
と
の
指
摘
も
あ
る
（
6
）
。

2　

傷
害
罪
、
傷
害
致
死
罪
の
裁
判
例

こ
こ
で
は
、
本
件
決
定
に
類
似
す
る
、
傷
害
罪
、
傷
害
致
死
罪

の
下
級
審
裁
判
例
を
紹
介
す
る
。

一
七
四



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
五
五
）

胎
症
の
傷
害
を
負
っ
た
〉
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
被

告
人
は
、
Ｘ
ら
が
共
謀
の
上
、「
Ａ
に
対
し
て
暴
行
を
加
え
た
こ

と
を
認
識
し
な
が
ら
」、
Ｘ
が
重
ね
て
Ａ
に
暴
行
を
加
え
よ
う
と

し
た
際
、「
こ
の
一
連
の
暴
行
に
加
担
す
る
意
思
で
」
Ｘ
ら
と
意

思
を
相
通
じ
て
、
Ａ
に
対
し
、
暴
行
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、「
被
告
人
は
、
犯
行
介
入
前
の
暴

行
に
つ
い
て
も
共
同
正
犯
と
し
て
の
罪
責
を
負
う
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
」
で
あ
る
か
ら
、
傷
害
が
被
告
人
の
介
入
の
前
後
い
ず

れ
の
暴
行
か
ら
生
じ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
も
、
被
告
人

は
傷
害
罪
の
罪
責
を
免
れ
な
い
旨
述
べ
た
。

（
裁
判
例
3
）
札
幌
地
判
昭
和
五
五
年
一
二
月
二
四
日
刑
月

一
二
巻
一
二
号
一
二
七
九
頁

〈
Ｘ
及
び
Ｙ
（
い
ず
れ
も
、
被
告
人
が
副
隊
長
を
つ
と
め
る
暴

力
団
Ｚ
連
合
会
青
年
隊
の
隊
員
）
が
、
ス
ナ
ッ
ク
に
お
い
て
、
Ａ

に
対
し
、
手
拳
で
顔
面
を
殴
打
す
る
等
の
暴
行
を
加
え
、
そ
の
後
、

ス
ナ
ッ
ク
に
赴
い
た
被
告
人
が
、
Ｘ
、
Ｙ
と
共
に
Ａ
を
連
合
会
事

務
所
ま
で
連
れ
て
行
き
、
同
所
で
、
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｗ
が
被
告
人
と
共

謀
の
上
、
Ａ
に
対
し
、
手
拳
や
棒
状
の
物
で
殴
打
す
る
な
ど
の
暴

行
を
加
え
た
。
Ａ
は
、
一
連
の
暴
行
に
よ
っ
て
頭
部
等
打
撲
傷
の

傷
害
を
負
っ
た
〉
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
ス
ナ
ッ
ク

前
に
基
本
た
る
行
為
に
途
中
よ
り
介
入
し
た
も
の
は
、
そ
の
結
果

発
生
は
先
行
者
の
行
為
お
よ
び
介
入
後
の
後
行
者
の
行
為
の
い
ず

れ
も
が
結
果
発
生
に
原
因
を
与
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
、

結
果
的
加
重
犯
全
体
に
つ
い
て
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
と
解
し
て

も
、
実
行
行
為
分
担
の
度
合
に
従
つ
て
量
刑
を
考
慮
す
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
不
都
合
は
生
じ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
は
結
果
的
加
重
犯
で
あ
る
傷
害
致
死
の

基
本
た
る
べ
き
行
為
で
あ
る
暴
行
・
傷
害
に
途
中
よ
り
介
入
し
、

し
か
も
先
行
行
為
に
よ
り
死
の
結
果
が
生
じ
た
と
す
べ
き
証
拠
は

な
く
、
か
え
つ
て
介
入
後
の
共
犯
者
の
行
為
に
よ
り
死
の
結
果
を

惹
起
し
た
こ
と
が
証
拠
上
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
か
ら
、

結
果
犯
た
る
傷
害
致
死
全
体
に
つ
い
て
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任

を
負
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

（
裁
判
例
2
）
名
古
屋
高
判
昭
和
五
〇
年
七
月
一
日
判
例
時
報

八
〇
六
号
一
〇
八
頁

〈
Ｘ
及
び
Ｙ
が
Ａ
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
を
共
謀
し
、
路
上
で
、

Ｙ
ら
三
名
が
、
Ａ
に
対
し
、
顔
面
を
手
拳
で
殴
打
し
身
体
各
所
を

足
蹴
に
す
る
等
の
暴
行
を
加
え
、
そ
の
後
、
被
告
人
が
、
Ｘ
方
に

連
行
さ
れ
て
き
た
Ａ
に
対
し
、
顔
免
を
手
拳
で
殴
打
し
身
体
各
所

を
足
蹴
に
す
る
等
の
暴
行
を
加
え
た
。
Ａ
は
、
右
胸
部
打
撲
傷
後

一
七
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
六
）

こ
も
ご
も
、
手
拳
、
木
刀
及
び
ガ
ラ
ス
製
灰
皿
で
そ
の
顔
面
、
頭

部
を
数
回
に
わ
た
っ
て
殴
打
し
た
り
、
そ
の
下
腿
部
を
足
蹴
り
に

す
る
暴
行
を
加
え
た
。
当
夜
、
飲
酒
の
上
Ｘ
組
事
務
所
三
階
で
寝

て
い
た
被
告
人
（
Ｘ
組
幹
部
）
は
、
階
下
の
物
音
で
目
を
覚
ま
し

て
応
接
間
に
現
わ
れ
、
Ｙ
ら
に
殴
打
さ
れ
て
既
に
頭
部
や
顔
面
か

ら
血
を
流
し
て
い
る
Ａ
の
姿
や
Ｖ
（
Ｙ
と
情
交
関
係
の
あ
っ
た

者
）
の
説
明
な
ど
か
ら
、
事
態
の
成
行
き
を
察
知
し
、
Ｙ
ら
が
Ａ

に
対
し
暴
行
を
加
え
て
同
人
を
負
傷
さ
せ
た
事
実
を
認
識
・
認
容

し
な
が
ら
、
Ｗ
の
慫
慂
に
従
い
自
ら
も
こ
れ
に
共
同
し
て
加
担
す

る
意
思
で
、
Ａ
の
顎
を
手
で
二
、
三
回
突
き
上
げ
る
暴
行
を
加
え
、

そ
の
後
さ
ら
に
、
Ｚ
に
お
い
て
も
、
Ａ
の
顔
面
を
一
回
手
拳
で
殴

打
し
た
。
Ａ
は
、
Ｙ
ら
の
一
連
の
暴
行
に
よ
っ
て
顔
面
打
撲
等
の

傷
害
を
負
っ
た
〉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
決
は
、「
思
う
に
、

先
行
者
の
犯
罪
遂
行
の
途
中
か
ら
こ
れ
に
共
謀
加
担
し
た
後
行
者

に
対
し
先
行
者
の
行
為
等
を
含
む
当
該
犯
罪
の
全
体
に
つ
き
共
同

正
犯
の
成
立
を
認
め
得
る
実
質
的
根
拠
は
、
後
行
者
に
お
い
て
、

先
行
者
の
行
為
等
を
自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に

利
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
は
根
拠
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
従
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
承
継
的
共
同
正
犯
が
成
立
す

る
の
は
、
後
行
者
に
お
い
て
、
先
行
者
の
行
為
及
び
こ
れ
に
よ
つ

に
お
け
る
暴
行
と
事
務
所
に
お
け
る
暴
行
と
は
「
一
連
の
暴
行
と

し
て
包
括
一
罪
を
構
成
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
、
被
告

人
は
、
ス
ナ
ッ
ク
に
お
け
る
Ｘ
、
Ｙ
に
よ
る
「
Ａ
に
対
す
る
暴
行

の
存
在
を
認
識
の
う
え
、
更
に
こ
れ
と
包
括
さ
れ
る
一
連
の
同
人

へ
の
暴
行
に
介
入
加
担
す
る
意
思
で
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｗ
と
共
謀
し
」、

そ
の
共
謀
に
基
づ
い
て
Ａ
に
対
し
暴
行
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、「
こ
の
よ
う
な
場
合
、
被
告
人
は
、
共
謀
関
係
介
入
へ
の

加
担
の
時
点
よ
り
前
に
他
の
共
犯
者
ら
が
す
で
に
被
害
者
に
対
し

て
な
し
た
暴
行
に
つ
い
て
も
、
承
継
的
に
共
謀
共
同
正
犯
と
し
て

の
罪
責
を
負
う
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

（
裁
判
例
4
）
大
阪
高
判
昭
和
六
二
年
七
月
一
〇
日
高
刑
集

四
〇
巻
三
号
七
二
〇
頁

こ
の
判
決
は
、
本
件
の
第
一
審
判
決
、
第
二
審
判
決
が
採
用
し

て
い
る
承
継
的
共
同
正
犯
の
要
件
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
事

案
は
、〈
暴
力
団
Ｘ
組
組
長
の
友
人
で
あ
る
Ｙ
が
、
Ｘ
組
組
員
で

あ
る
Ｚ
と
共
謀
の
上
、
某
日
午
前
二
時
頃
、
Ａ
の
居
室
及
び
Ａ
を

Ｘ
組
事
務
所
へ
連
行
す
る
タ
ク
シ
ー
内
で
、
Ａ
に
対
し
、
約
三
回

顔
面
を
殴
打
す
る
暴
行
を
加
え
、
Ｙ
ら
は
、
居
合
わ
せ
た
他
の
暴

力
団
組
員
Ｗ
と
も
共
謀
の
上
、
Ｘ
組
事
務
所
内
（
一
階
応
接
間
）

に
お
い
て
、
同
日
午
前
四
時
三
〇
分
頃
ま
で
の
間
、
Ａ
に
対
し
、

一
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共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
五
七
）

立
を
認
め
る
べ
き
こ
と
と
な
る
旨
述
べ
て
、
被
告
人
は
、
Ｙ
ら
の

Ａ
へ
の
暴
行
及
び
こ
れ
に
よ
る
Ａ
の
受
傷
の
事
実
を
認
識
・
認
容

し
な
が
ら
共
謀
加
担
し
た
と
い
い
う
る
も
の
の
、「
前
示
の
よ
う

な
暴
行
罪
そ
の
も
の
の
性
質
、
並
び
に
被
告
人
が
Ａ
に
対
し
、
現

実
に
は
そ
の
顎
を
二
、
三
回
突
き
上
げ
る
程
度
の
暴
行
し
か
行
つ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
被
告
人
が
先
行
者
た
る
Ｙ
ら
の
行
為

等
を
自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
意
思
で
あ
つ
た

と
か
、
こ
れ
を
現
実
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
利
用
し
た
と
認

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
被
告
人
に
対
し
て
は
先

行
者
の
行
為
等
を
含
む
全
体
に
つ
い
て
承
継
的
共
同
正
犯
の
刑
責

を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
（
な
お
、
こ
の
よ
う
な
結
論
で

も
、
先
行
者
に
対
し
て
傷
害
罪
の
刑
責
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
刑
法
二
〇
七
条
の
適
用
に
よ
っ
て
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
著
し
い
不
合
理
は
生
じ
な
い
旨
も
述
べ
た
）。

（
裁
判
例
5
）
大
阪
地
判
昭
和
六
三
年
七
月
二
八
日
判
例
タ
イ

ム
ズ
七
〇
二
号
二
六
九
頁

〈
Ｘ
が
、
Ｙ
及
び
被
告
人
と
と
も
に
、
Ａ
の
親
の
下
に
金
員
取

立
に
赴
く
途
中
、
被
告
人
が
所
用
で
一
時
そ
の
場
を
離
れ
て
い
る

間
に
、
Ｘ
と
Ｙ
と
が
、
偶
然
Ａ
を
発
見
し
、
車
に
乗
せ
る
た
め
に
、

Ａ
に
対
し
、
腰
部
を
殴
打
す
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
と
こ
ろ
、

て
生
じ
た
結
果
を
認
識
・
認
容
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
自
己

の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
意
思
の
も
と
に
、

実
体
法
上
の
一
罪
（
狭
義
の
単
純
一
罪
に
限
ら
な
い
。）
を
構
成

す
る
先
行
者
の
犯
罪
に
途
中
か
ら
共
謀
加
担
し
、
右
行
為
等
を
現

に
そ
の
よ
う
な
手
段
と
し
て
利
用
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
強
盗
罪
の
よ
う
に
一
罪
で

あ
っ
て
も
一
連
の
行
為
に
よ
り
一
定
の
結
果
を
発
生
さ
せ
る
犯
罪

に
つ
い
て
は
、
後
行
者
が
先
行
者
の
行
為
等
を
認
識
・
認
容
し
て

犯
行
に
共
謀
加
担
す
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、
先
行
者
の
行
為
等
を

自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
た
と
認
め
る

の
が
相
当
で
あ
る
と
い
い
う
る
け
れ
ど
、
先
行
者
が
遂
行
中
の
一

連
の
暴
行
に
後
行
者
が
暴
行
の
故
意
を
も
っ
て
共
謀
加
担
し
た
よ

う
な
場
合
に
は
、「
一
個
の
暴
行
行
為
が
、
も
と
も
と
一
個
の
犯

罪
を
構
成
す
る
も
の
で
、
後
行
者
は
一
個
の
暴
行
そ
の
も
の
に
加

担
す
る
の
で
は
な
い
上
に
、
後
行
者
に
は
、
被
害
者
に
暴
行
を
加

え
る
以
外
の
目
的
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
後
行
者
が
先
行
者
の

行
為
等
を
認
識
・
認
容
し
て
い
て
も
、
他
に
特
段
の
事
情
の
な
い

限
り
、
先
行
者
の
暴
行
を
、
自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
積

極
的
に
利
用
し
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
」、
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
共
謀
加
担
後
の
行
為
に
つ
い
て
の
み
共
同
正
犯
の
成

一
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
八
）

事
案
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
①
な
い
し
③
の
傷
害
に
つ
い
て
「
被

告
人
自
身
が
Ａ
に
対
し
て
傷
害
を
生
じ
さ
せ
る
に
足
り
る
だ
け
の

暴
行
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
被
告
人
自
身

の
暴
行
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
傷
害
を
独
自
に
取
り
出
し
て
、
そ

の
質
、
量
を
判
示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
共
犯

者
Ｘ
が
被
告
人
と
共
謀
す
る
前
の
も
の
を
含
む
暴
行
と
渾
然
一
体

と
な
っ
て
Ａ
の
傷
害
を
形
成
し
て
い
る
と
し
か
認
定
の
し
よ
う
が

な
い
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
先
行
行
為
者
の
犯
行
に
途
中
か
ら
後

行
行
為
者
が
共
謀
加
担
し
た
場
合
に
後
行
行
為
者
に
対
し
加
担
前

に
先
行
行
為
者
が
行
っ
た
行
為
及
び
そ
の
結
果
を
含
め
て
共
同
正

犯
と
し
て
の
刑
責
を
ど
の
限
度
ま
で
問
え
る
か
を
傷
害
事
犯
に
つ

い
て
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
「
ま
ず
、
途
中
加
担
後
の
行
為
と
さ

れ
る
も
の
が
ど
の
範
囲
の
行
為
と
こ
れ
に
よ
る
結
果
等
を
指
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、

「
一
口
に
加
担
後
の
行
為
と
い
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
の
確
定
は
必

ず
し
も
容
易
で
は
な
い
と
き
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
明
確

な
識
別
・
分
離
が
不
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
後
行
行
為
者
は
、

先
行
行
為
者
の
行
為
な
い
し
そ
れ
に
基
く
傷
害
の
結
果
等
に
つ
い

て
全
体
と
し
て
共
同
正
犯
と
し
て
の
刑
責
を
負
う
と
す
る
こ
と
も

や
む
を
得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
以
外
に
適

所
用
を
終
え
て
戻
っ
て
き
た
被
告
人
が
、
と
っ
さ
に
Ｘ
ら
と
意
思

を
通
じ
合
い
、
三
名
で
Ａ
に
対
し
、
頚
部
等
を
手
拳
で
殴
打
す
る

な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
。
Ａ
は
、
右
下
腿
部
、
頚
部
、
腰
部
打
撲

の
傷
害
を
負
っ
た
〉
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
被
告
人

は
、「
自
己
が
現
認
し
た
被
告
人
Ｘ
及
び
被
告
人
Ｙ
と
右
被
害
者

と
の
状
況
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
同
被
告
人
ら
の
被
害
者
に
対
す
る

暴
行
の
概
況
を
認
識
し
た
う
え
で
、
あ
え
て
こ
れ
に
加
担
し
よ
う

と
考
え
、
同
被
告
人
ら
と
共
謀
し
て
」
暴
行
に
及
ん
だ
も
の
で
あ

る
か
ら
、「
そ
の
加
功
前
に
被
告
人
Ｘ
及
び
被
告
人
Ｙ
が
な
し
た

暴
行
に
よ
る
も
の
も
含
め
、
被
害
者
の
全
て
の
受
傷
に
つ
き
、
傷

害
罪
の
共
同
正
犯
に
問
擬
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

（
裁
判
例
6
）
東
京
高
判
平
成
八
年
八
月
七
日
東
京
高
等
裁
判

所
（
刑
事
）
判
決
特
報
四
七
巻
一
〜
一
二
号
一
〇
三
頁

〈
Ｘ
が
、
Ａ
に
対
し
、
顔
面
等
を
手
拳
や
傘
で
殴
打
し
た
り
足

蹴
に
す
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
る
や
、
被
告
人
が
「
俺
に
や
ら
せ

ろ
」
な
ど
と
い
っ
て
Ｘ
と
共
謀
の
上
、
Ａ
に
対
し
、
顔
面
等
を
足

蹴
に
し
た
り
木
の
棒
で
殴
打
す
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
。
Ａ
は
、

①
胸
部
・
背
部
打
撲
、
②
左
眼
瞼
打
撲
傷
、
結
膜
下
出
血
、
③
頭

部
・
顔
面
打
撲
、
左
腕
・
前
腕
挫
傷
の
傷
害
を
負
っ
た
〉
と
い
う

一
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共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
五
九
）

い
て
そ
の
刑
責
を
問
わ
れ
て
や
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
」
と
述
べ
て
、
結
局
、
被
告
人
が
共
謀
加
担
す
る
以
前
の

Ｘ
の
暴
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷
害
に
つ
い
て
も
共
同
正
犯
と
し
て

の
責
任
を
認
め
た
原
判
決
は
正
当
で
あ
る
と
し
た
。

（
裁
判
例
7
）
大
阪
地
判
平
成
九
年
八
月
二
〇
日
判
例
タ
イ
ム

ズ
九
九
五
巻
二
八
六
頁

〈
被
告
人
両
名
と
そ
の
友
人
Ｘ
が
歩
行
し
て
い
る
と
き
、
Ｘ
が
、

Ａ
に
対
し
、
顔
面
に
頭
突
き
を
し
膝
蹴
り
を
加
え
る
等
の
暴
行
を

加
え
て
Ａ
を
転
倒
さ
せ
、
こ
れ
を
見
た
被
告
人
両
名
が
、
Ｘ
に
加

勢
し
よ
う
と
考
え
、
暗
黙
の
う
ち
に
Ｘ
と
共
謀
の
上
、
こ
も
ご
も

Ａ
の
頭
部
を
足
蹴
に
す
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
、
Ｘ
も
引
き
続
き

Ａ
の
頭
部
を
足
蹴
に
す
る
暴
行
を
加
え
た
。
Ａ
は
、
一
連
の
暴
行

に
よ
り
鼻
骨
骨
折
等
の
傷
害
を
負
っ
た
。
そ
の
傷
害
が
共
謀
成
立

前
の
Ｘ
の
暴
行
に
よ
る
も
の
か
共
謀
成
立
後
の
被
告
人
ら
三
名
の

暴
行
に
よ
る
も
の
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
い
う
事
案
に

つ
い
て
、
判
決
は
、（
裁
判
例
4
）
の
大
阪
高
判
の
立
場
に
賛
同

し
、「
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
本
件
に
つ
き
検
討
す
る

と
、
確
か
に
、
後
行
者
た
る
被
告
人
両
名
は
、
先
行
者
た
る
Ｘ
が

頭
突
き
等
の
暴
行
を
加
え
る
の
を
認
識
・
認
容
し
て
い
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
被
告
人
両
名
が
こ
れ
を
『
自
己
の

当
な
処
理
方
法
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
れ
に
対
し
て
、
加
担

前
の
行
為
な
い
し
こ
れ
に
よ
る
結
果
等
を
明
確
に
区
別
で
き
る
場

合
に
は
、
傷
害
事
犯
の
よ
う
に
、
先
行
行
為
の
結
果
等
が
後
行
行

為
に
影
響
す
る
と
い
う
関
係
が
比
較
的
乏
し
く
、
い
わ
ば
個
別
の

傷
害
行
為
が
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
罪
に
お
い
て
は
、

途
中
か
ら
加
担
し
た
後
行
行
為
者
が
、
先
行
行
為
者
の
行
為
な
い

し
結
果
等
を
自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
利
用
し
た
と
評
価

す
べ
き
特
別
の
事
情
で
も
な
い
限
り
、
途
中
加
担
者
に
対
し
て
、

加
担
前
の
行
為
や
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
等
に
つ
い
て
の
刑

責
を
帰
属
さ
せ
る
べ
き
実
質
的
根
拠
に
乏
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。）」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
判
決
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、

「
本
件
被
告
人
は
、
犯
行
現
場
に
お
い
て
、
Ｘ
が
Ａ
に
対
し
て
制

裁
行
為
に
出
て
い
る
こ
と
や
Ａ
が
こ
れ
に
よ
っ
て
相
当
の
ダ
メ
ー

ジ
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
共
謀
加
担
し
、
自
ら
も

敢
え
て
暴
行
に
及
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
被
告
人
が
加
え
た

暴
行
は
、
先
行
行
為
者
が
負
わ
せ
た
傷
害
と
か
な
り
広
い
範
囲
で

競
合
し
て
い
て
、
ど
の
傷
害
を
被
告
人
が
加
え
た
か
識
別
・
分
離

が
不
可
能
な
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
、
分
離
評
価
に

適
さ
な
い
状
態
に
あ
る
か
ら
、
被
告
人
と
し
て
は
自
己
が
加
え
た

傷
害
を
中
心
と
し
つ
つ
、
こ
れ
と
分
離
不
能
の
原
判
示
傷
害
に
つ

一
七
九
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を
負
う
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
の
、
加
担
後
の
行
為
の
「
明
確
な

識
別
・
分
離
」
が
不
可
能
で
あ
る
と
き
の
立
証
困
難
性
な
ら
ぬ
認

定
困
難
性
を
理
由
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
異
な
裁
判
例
と
い
え

る
（
8
）
。（

裁
判
例
1
）
は
、
被
告
人
が
加
担
し
た
後
、
Ｘ
が
激
し
い
暴

行
を
加
え
た
と
い
う
事
案
に
つ
き
「
介
入
後
の
共
犯
者
〔
Ｘ
〕
の

行
為
に
よ
り
死
の
結
果
を
惹
起
し
た
こ
と
が
証
拠
上
蓋
然
性
が
極

め
て
高
い
」
と
し
て
、
被
告
人
も
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
の
責

任
を
負
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
人
の
行
為
と
因
果
関
係
の

な
い
結
果
に
つ
い
て
も
共
同
正
犯
と
な
る
と
し
た
も
の
と
は
い
え

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、（
裁
判
例
2
）
及
び
（
裁
判
例
3
）
は
、

被
告
人
が
加
担
す
る
前
の
暴
行
に
つ
い
て
も
共
同
正
犯
と
し
て
の

罪
責
を
負
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
承
継
的
共
同
正
犯
を

認
め
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
要
件
は
、「
先
行

者
が
暴
行
を
加
え
た
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
」「
一
連
の
暴
行
に

加
担
す
る
意
思
で
」「
共
謀
加
担
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
え
る

（（
裁
判
例
3
）
で
は
、
包
括
一
罪
を
構
成
す
る
ほ
ど
の
一
連
性
が

要
求
さ
れ
て
い
る
）。

そ
の
後
、（
裁
判
例
4
）
が
、
先
行
者
の
行
為
及
び
そ
の
結
果

を
「
自
己
の
犯
罪
遂
行
手
段
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
意
思
の

犯
罪
遂
行
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
意
思
』
を
有
し
て

い
た
と
か
、
現
に
そ
の
よ
う
な
手
段
と
し
て
利
用
し
た
と
か
の
事

実
は
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

結
局
、
被
告
人
両
名
に
は
傷
害
の
承
継
的
共
同
正
犯
は
成
立
し
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
判
決
は
、
本

件
の
傷
害
結
果
が
共
謀
成
立
前
の
暴
行
に
起
因
す
る
の
か
共
謀
成

立
後
の
暴
行
に
起
因
す
る
の
か
両
者
が
合
わ
さ
っ
て
生
じ
た
も
の

か
は
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
確
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な

場
合
に
も
「
一
連
の
暴
行
が
同
一
機
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
限
り
、
刑
法
二
〇
七
条
が
適
用
さ
れ
全
体
が
傷
害
罪
の
共

同
正
犯
と
し
て
処
断
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述

べ
て
、
被
告
人
両
名
は
全
体
に
つ
き
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て

処
断
さ
れ
る
と
し
た
。

3　

傷
害
罪
・
傷
害
致
死
罪
の
裁
判
例
に
つ
い
て
の
評
価

以
上
の
（
裁
判
例
1
）
か
ら
（
裁
判
例
7
）
ま
で
を
見
る
と
、

（
裁
判
例
1
）
は
イ
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
（
7
）
、（
裁
判
例
2
）（
裁

判
例
3
）
は
ア
に
属
す
る
も
の
、（
裁
判
例
4
）（
裁
判
例
5
）

（
裁
判
例
7
）
は
ウ
に
属
す
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、

（
裁
判
例
6
）
は
、
結
論
的
に
は
ア
に
属
す
る
諸
裁
判
例
と
同
様

に
先
行
者
の
行
為
及
び
結
果
に
つ
い
て
共
同
正
犯
と
し
て
の
罪
責

一
八
〇
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段
と
し
て
利
用
す
る
意
思
で
あ
つ
た
と
か
、
こ
れ
を
現
実
に
そ
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
利
用
し
た
と
認
め
る
こ
と
」
が
困
難
で
あ
る

こ
と
を
基
礎
づ
け
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、（
裁
判
例
6
）
の
事

案
に
お
い
て
は
（
裁
判
例
4
）
の
示
し
た
要
件
に
よ
っ
て
も
承
継

的
共
同
正
犯
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、（
裁
判
例
6
）
の
結
論
は

不
当
と
も
い
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、（
裁
判
例
6
）

の
考
え
の
背
後
に
前
述
し
た
よ
う
な
「
認
定
困
難
性
」
が
あ
る
の

な
ら
、「
認
定
困
難
な
ら
被
告
人
の
利
益
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
批
判
を
免
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。
実
際
、（
裁
判
例
6
）
と

同
様
の
「
識
別
・
分
離
」
不
可
能
と
い
え
る
事
案
に
つ
い
て
、

（
裁
判
例
7
）
は
、（
裁
判
例
4
）
の
示
し
た
、「
自
己
の
犯
罪
遂

行
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
意
思
」「
現
に
そ
の
よ
う
な
手
段
と

し
て
利
用
し
た
」
と
い
っ
た
要
件
を
充
た
す
事
実
が
認
め
ら
れ
な

い
と
し
て
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
も
っ
と
も
、（
裁
判
例
7
）
が
（
裁
判
例
4
）
と
異
な
り
、
刑
法

二
〇
七
条
の
適
用
を
肯
定
し
た
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ

う
）。な

お
、
本
件
の
第
一
審
判
決
、
第
二
審
判
決
は
、（
裁
判
例
4
）

の
示
し
た
要
件
を
採
用
し
つ
つ
、（
裁
判
例
7
）
と
異
な
り
承
継

的
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
審
判
決
が

も
と
に
」「
実
体
法
上
の
一
罪
を
構
成
す
る
先
行
者
の
犯
罪
に
途

中
か
ら
共
謀
加
担
し
」「
先
行
者
の
行
為
等
を
現
に
そ
の
よ
う
な

手
段
と
し
て
利
用
し
た
」
と
い
う
要
件
を
提
示
し
た
。
こ
の
要
件

は
、（
裁
判
例
7
）
や
本
件
の
第
一
審
判
決
、
第
二
審
判
決
が
採

用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、（
裁
判
例
4
）
は
裁
判
実
務
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、（
裁
判

例
5
）
は
、
従
来
の
（
裁
判
例
2
）
や
（
裁
判
例
3
）
の
基
準
で

承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を
肯
定
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
な

い
で
は
な
い
も
の
の
（
9
）
、
事
案
を
見
る
と
、
被
告
人
は
Ａ
の
親
の
下

に
他
の
共
犯
者
と
共
に
取
立
に
行
く
途
中
、
一
時
そ
の
場
を
離
れ

た
に
過
ぎ
ず
、
判
決
に
「
認
識
し
た
う
え
で
、
あ
え
て
こ
れ
に
加

担
し
よ
う
と
考
え
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、（
裁
判
例
4
）
の
系

列
に
属
す
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、（
裁
判
例
6
）
は
、
加
担
後
の
行
為
・
結
果
の
明
確

な
識
別
・
分
離
が
不
可
能
な
場
合
に
は
先
行
者
の
行
為
・
結
果
を

認
識
し
た
上
で
共
謀
加
担
し
自
ら
も
敢
え
て
暴
行
に
及
べ
ば
先
行

者
の
暴
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷
害
に
つ
い
て
も
共
同
正
犯
と
し
て

の
責
を
免
れ
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。（
裁
判
例
4
）
で
は
、

被
告
人
の
暴
行
が
Ａ
の
顎
を
二
、
三
回
突
き
上
げ
る
程
度
の
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
先
行
者
の
行
為
等
を
「
自
己
の
犯
罪
遂
行
の
手

一
八
一
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因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
」
被
告
人
は
共
同
正
犯
と

し
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
し
つ
つ
（
10
）
、
被
告
人
が
Ａ
ら
の

（
先
行
者
の
暴
行
に
よ
る
）
傷
害
を
「
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
」

こ
と
を
「
傷
害
の
発
生
」
と
見
て
、
結
論
と
し
て
、
被
告
人
は
傷

害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
法
廷
意
見
の
「
因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
」
共

同
正
犯
の
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
旨
述
べ
て
い
る
部
分
や
「
Ｂ

の
顔
面
両
耳
鼻
部
打
撲
擦
過
と
Ａ
の
右
母
指
基
節
骨
骨
折
」
に
つ

い
て
被
告
人
は
傷
害
罪
の
罪
責
を
負
わ
な
い
と
し
て
い
る
点
を
と

ら
え
れ
ば
（
完
全
）
否
定
説
な
い
し
こ
れ
に
近
い
考
え
を
採
っ
て

い
る
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、「
相
当
程
度
〔
の
〕
重

篤
化
」
を
先
行
者
の
惹
起
し
た
傷
害
結
果
と
は
別
の
も
の
と
考
え

て
（
11
）
、
結
論
と
し
て
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
な
る
と
し
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
下
級
審
裁
判
例
の
考
え
や
被
告
人
の
行
為
の
可
罰

性
を
考
慮
し
た
「
折
衷
的
」
な
考
え
に
よ
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

本
件
決
定
は
「
無
限
定
な
肯
定
説
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
の
、
そ

れ
以
上
に
特
定
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般

的
に
『
因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
の
な
い
結
果
に
つ
い
て
は
共
同

正
犯
と
な
ら
な
い
』
と
ま
で
判
示
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う

評
価
に
も
肯
け
る
も
の
は
あ
る
（
12
）
。
法
廷
意
見
と
補
足
意
見
と
を
併

（
裁
判
例
4
）
の
「
事
案
は
、
後
行
者
が
加
え
た
暴
行
が
、
被
害

者
の
顎
を
二
、
三
回
突
き
上
げ
る
程
度
で
、
被
害
者
の
傷
害
結
果

の
大
部
分
が
後
行
者
の
加
担
前
に
生
じ
て
お
り
、
そ
の
暴
行
に
至

る
経
過
を
み
て
も
、
先
行
者
の
行
為
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
意
思
ま
で
は
見
出
し
得
な
い
事
案
で
あ
っ
て
、
同
列
に
扱
う

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
（
刑
集
六
六
巻
一
一
号
一
三
二
一
頁
）、
前
掲
（
事
案
の
概

要
三
）
の
よ
う
な
事
実
経
過
や
被
告
人
の
加
え
た
暴
行
が
激
し
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
行
者
の
行
為
を
自
己
の
犯
罪
遂
行

に
積
極
的
に
利
用
す
る
意
思
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、（
裁
判
例
7
）
の
事
案
で
は
、

Ｘ
が
Ａ
に
暴
行
を
加
え
る
こ
と
は
、
被
告
人
両
名
に
と
っ
て
い
わ

ば
予
想
外
の
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

本
件
決
定
の
判
例
法
上
の
位
置
づ
け

本
件
決
定
は
、
前
述
の
（
裁
判
例
1
）
な
い
し
（
裁
判
例
7
）

の
よ
う
な
下
級
審
裁
判
例
の
考
え
を
踏
ま
え
、
第
一
審
判
決
及
び

原
審
判
決
が
（
裁
判
例
4
）
の
提
示
し
た
要
件
に
従
っ
て
被
告
人

に
傷
害
罪
の
承
継
的
共
同
正
犯
と
し
て
の
罪
責
を
認
め
た
事
案
に

つ
い
て
、
共
謀
加
担
前
に
先
行
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害

結
果
に
つ
い
て
は
「
被
告
人
の
共
謀
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
が

一
八
二



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
六
三
）

〔
改
行
〕
こ
の
場
合
、
実
務
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
処
理
を
検
討

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
傷
害
罪
の
傷
害
結
果
に
つ
い
て
は
、
暴
行
行

為
の
態
様
、
傷
害
の
発
生
部
位
、
傷
病
名
、
加
療
期
間
等
に
よ
っ

て
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
上
記
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
一

部
が
必
ず
し
も
証
拠
上
明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
例
え

ば
、
共
謀
加
担
後
の
傷
害
に
つ
い
て
の
加
療
期
間
は
、
そ
れ
だ
け

切
り
離
し
て
認
定
し
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
が
多
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
事
案
に
も
よ
る
が
、
証
拠
上
認
定
で
き
る
限

度
で
、
適
宜
な
方
法
で
主
張
立
証
が
さ
れ
、
罪
と
な
る
べ
き
事
実

に
判
示
さ
れ
れ
ば
、
多
く
の
場
合
特
定
は
足
り
、
訴
因
や
罪
と
な

る
べ
き
事
実
に
つ
い
て
の
特
定
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
加
療
期
間
は
、
量
刑
上
重
要
な
考
慮
要

素
で
あ
る
が
、
他
の
項
目
の
特
定
が
あ
る
程
度
さ
れ
て
い
れ
ば
、

『
加
療
期
間
不
明
の
傷
害
』
と
し
て
認
定
・
判
示
し
た
上
で
、
全

体
と
し
て
み
て
被
告
人
に
有
利
な
加
療
期
間
を
想
定
し
て
量
刑
を

決
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
本
件
を
例
に
と
れ
ば
、

共
謀
加
担
後
の
被
告
人
の
暴
行
に
つ
い
て
、
凶
器
使
用
の
有
無
・

態
様
、
暴
行
の
加
え
ら
れ
た
部
位
、
暴
行
の
回
数
・
程
度
、
傷
病

名
等
を
認
定
し
た
上
で
、
被
告
人
の
共
謀
加
担
後
の
暴
行
に
よ
り

傷
害
を
重
篤
化
さ
せ
た
点
に
つ
い
て
は
、『
安
静
加
療
約
三
週
間

せ
て
読
む
と
、
本
件
決
定
の
こ
の
よ
う
な
「
折
衷
性
」
は
よ
り
顕

著
に
な
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
補
足
意
見
（
刑
集
六
六
巻
一
一

号
一
二
八
五
〜
一
二
八
七
頁
）
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

補
足
意
見
は
、
法
廷
意
見
を
肯
定
し
つ
つ
、
①
「
そ
の
場
合
、

共
謀
加
担
後
の
傷
害
の
認
定
・
特
定
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
」

と
い
う
問
題
と
②
傷
害
罪
の
ほ
か
「
強
盗
、
恐
喝
、
詐
欺
等
の
罪

責
を
負
わ
せ
る
場
合
」
に
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
う
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
者
（
①
）
に
つ
い
て
、
補
足
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

「
一
般
的
に
は
、
共
謀
加
担
前
後
の
一
連
の
暴
行
に
よ
り
生
じ

た
傷
害
の
中
か
ら
、
後
行
者
の
共
謀
加
担
後
の
暴
行
に
よ
っ
て
傷

害
の
発
生
に
寄
与
し
た
こ
と
の
み
を
取
り
出
し
て
検
察
官
に
主
張

立
証
さ
せ
て
そ
の
内
容
を
特
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に

は
そ
れ
が
具
体
的
に
特
定
で
き
な
い
場
合
も
容
易
に
想
定
さ
れ
よ

う
。
そ
の
場
合
の
処
理
と
し
て
は
、
安
易
に
暴
行
罪
の
限
度
で
犯

罪
の
成
立
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
逆
に
、
こ
の
点
の
立

証
の
困
難
性
へ
の
便
宜
的
な
対
処
と
し
て
、
因
果
関
係
を
超
え
て

共
謀
加
担
前
の
傷
害
結
果
ま
で
含
め
た
傷
害
罪
に
つ
い
て
の
承
継

的
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
る
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
き
で
も
な
い
。

一
八
三
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後
行
者
の
行
為
及
び
結
果
の
範
囲
の
確
定
が
容
易
で
は
な
く
「
そ

の
点
明
確
な
識
別
・
分
離
が
不
可
能
な
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
後

行
者
は
「
全
体
と
し
て
共
同
正
犯
と
し
て
の
刑
責
を
負
う
と
す
る

こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
以

外
に
適
当
な
処
理
方
法
が
な
い
」
と
い
っ
た
考
え
に
対
し
て
、

「
証
拠
上
認
定
で
き
る
限
度
で
、
適
宜
な
方
法
で
主
張
立
証
が
さ

れ
、
罪
と
な
る
べ
き
事
実
に
判
示
さ
れ
れ
ば
」
特
定
に
欠
け
る
こ

と
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
量
刑
事
情
と
し
て
で
は

あ
る
も
の
の
、「
加
療
期
間
不
明
の
傷
害
」
と
し
て
の
認
定
・
判

示
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
場
合

に
は
、「
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
る
傷
害
を
負
わ
せ
た
」
と
い
う

認
定
が
許
さ
れ
、
本
件
と
異
な
り
「
重
篤
化
し
た
も
の
と
ま
で
は

い
え
な
い
場
合
」
に
は
、「
全
体
の
う
ち
の
一
部
の
傷
害
を
負
わ

せ
た
」
と
い
う
認
定
を
す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
補
足
意
見
の
要
請
に
よ
り
、
捜
査
に
お
い
て
は
被
害
者
等
か
ら

の
暴
行
態
様
の
丹
念
な
聴
取
や
凶
器
の
有
無
な
ど
客
観
的
な
証
拠

の
収
集
が
不
可
欠
に
な
る
旨
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
（
13
）
、
被
告
人
の

行
為
の
危
険
性
・
可
罰
性
を
重
視
し
た
傷
害
結
果
の
認
定
が
な
さ

れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
さ
す
が
に

共
謀
加
担
前
の
暴
行
に
よ
る
傷
害
と
は
「
別
個
の
傷
害
」
の
発
生

を
要
す
る
背
部
右
肋
骨
・
右
肩
甲
部
打
撲
擦
過
等
の
う
ち
、
背

部
・
右
肩
甲
部
に
係
る
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
る
傷
害
を

負
わ
せ
た
』
と
い
う
認
定
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
量
刑
判
断
に
当

た
っ
て
は
、
凶
器
使
用
の
有
無
・
態
様
等
の
事
実
に
よ
っ
て
推
認

さ
れ
る
共
謀
加
担
後
の
暴
行
に
よ
り
被
害
者
の
傷
害
を
重
篤
化
さ

せ
た
程
度
に
応
じ
た
刑
を
量
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
本

件
と
は
異
な
り
、
共
謀
加
担
後
の
傷
害
が
重
篤
化
し
た
も
の
と
ま

で
い
え
な
い
場
合
（
例
え
ば
、
傷
害
の
程
度
が
小
さ
く
、
安
静
加

療
約
三
週
間
以
内
に
止
ま
る
と
認
定
さ
れ
る
場
合
等
）
に
は
、
ま

ず
、
共
謀
加
担
後
の
被
告
人
の
暴
行
に
よ
り
傷
害
の
発
生
に
寄
与

し
た
点
を
証
拠
に
よ
り
認
定
し
た
上
で
、『
安
静
加
療
約
三
週
間

を
要
す
る
共
謀
加
担
前
後
の
傷
害
全
体
の
う
ち
の
一
部
（
可
能
な

限
り
そ
の
程
度
を
判
示
す
る
。）
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
』
と
い
う

認
定
を
す
る
し
か
な
く
、
こ
れ
で
足
り
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

〔
改
行
〕
仮
に
、
共
謀
加
担
後
の
暴
行
に
よ
り
傷
害
の
発
生
に
寄

与
し
た
か
不
明
な
場
合
（
共
謀
加
担
前
の
暴
行
に
よ
る
傷
害
と
は

別
個
の
傷
害
が
発
生
し
た
と
は
認
定
で
き
な
い
場
合
）
に
は
、
傷

害
罪
で
は
な
く
、
暴
行
罪
の
限
度
で
の
共
同
正
犯
の
成
立
に
止
め

る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。」

補
足
意
見
の
こ
の
部
分
は
、（
裁
判
例
6
）
の
判
決
の
よ
う
な
、

一
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共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
六
五
）

の
よ
う
に
読
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、〈
強
盗
罪
と
傷
害
罪
と

を
そ
の
よ
う
に
異
な
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
か
〉
と
い
っ
た
疑

問
が
提
出
さ
れ
う
る
（
14
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
補
足
意
見
は
、
本
件

決
定
の
見
解
が
因
果
的
共
犯
論
を
徹
底
さ
せ
た
完
全
否
定
説
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。

と
は
い
え
、（
裁
判
例
4
）（
裁
判
例
7
）
の
事
案
と
は
異
な
る
、

被
告
人
自
身
、
以
前
か
ら
Ａ
、
Ｂ
に
対
す
る
加
害
の
意
思
を
持
っ

て
お
り
、
Ｘ
、
Ｙ
が
、
Ａ
、
Ｂ
に
暴
行
を
加
え
て
身
柄
を
確
保
し

た
事
実
を
Ｙ
か
ら
の
連
絡
に
よ
っ
て
知
り
な
が
ら
、
現
場
に
赴
い

て
Ｘ
ら
と
と
も
に
激
し
い
暴
行
を
加
え
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、

法
廷
意
見
は
、「
原
判
決
の
上
記
2
の
認
定
は
、
被
告
人
に
お
い

て
、
Ａ
ら
が
Ｘ
ら
の
暴
行
を
受
け
て
負
傷
し
、
逃
亡
や
抵
抗
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
利
用
し
て
更
に
暴
行
に
及
ん
だ
趣
旨
を

い
う
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
、
被
告
人
が
共
謀
加
担
後
に
更
に
暴
行
を
行
っ
た
動

機
な
い
し
契
機
に
す
ぎ
ず
、
共
謀
加
担
前
の
傷
害
結
果
に
つ
い
て

刑
事
責
任
を
問
い
得
る
理
由
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
傷

害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
に
関
す
る
上
記
判
断
を
左
右
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
決
定

が
認
定
で
き
な
い
場
合
に
は
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
は
暴
行
罪
の

限
度
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
は
な
る
）。

後
者
（
②
）
に
つ
い
て
、
補
足
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

「
な
お
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
承
継
的
共
同
正

犯
に
お
い
て
後
行
者
が
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
強
盗
、
恐
喝
、
詐
欺
等
の
罪
責
を
負
わ
せ
る
場

合
に
は
、
共
謀
加
担
前
の
先
行
者
の
行
為
の
効
果
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
犯
罪
の
結
果
に
つ
い
て
因
果
関
係
を
持
ち
、
犯
罪
が

成
立
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
の
で
、
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を

認
め
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
傷
害
罪
に
つ
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
因
果
関
係
は
認
め
難
い
の
で
（
法
廷
意
見
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
先
行
者
に
よ
る
暴
行
・
傷
害
が
、
単
に
、
後
行
者
の
暴

行
の
動
機
や
契
機
に
な
る
こ
と
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。）、
承
継
的

共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
得
る
場
合
は
、
容
易
に
は
想
定
し
難
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。」

補
足
意
見
の
こ
の
部
分
は
、
傷
害
罪
と
異
な
り
、
強
盗
罪
、
恐

喝
罪
、
詐
欺
罪
等
の
場
合
に
は
先
行
者
の
行
為
の
効
果
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
犯
罪
の
結
果
に
因
果
関
係
を
持
ち
」、
後
行

者
も
強
盗
罪
等
の
承
継
的
共
同
正
犯
が
成
立
し
う
る
と
す
る
も
の

一
八
五
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完
全
否
定
説
は
、
共
同
実
行
の
意
思
や
行
為
支
配
が
事
前
に
存
在

す
る
こ
と
を
要
求
し
た
り
、
因
果
性
を
重
視
し
た
り
す
る
こ
と
か

ら
、
関
与
以
後
の
行
為
及
び
結
果
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
う
と

す
る
見
解
で
あ
る
（
具
体
的
に
は
、
先
行
者
が
強
盗
目
的
で
暴
行

を
加
え
た
後
、
財
物
奪
取
の
み
に
関
与
し
た
後
行
者
は
、
窃
盗
罪

の
共
同
正
犯
に
な
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
│
な
お
、
別
に
強
盗
罪

の
幇
助
の
成
立
を
認
め
る
見
解
も
あ
る
（
18
）
）。
中
間
説
の
う
ち
、
限

定
肯
定
説
は
、
先
行
者
の
行
為
等
を
後
行
者
が
積
極
的
に
利
用
す

る
意
思
で
関
与
す
る
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
充
た
せ
ば
、
先
行
者

の
行
為
等
を
含
め
て
共
同
正
犯
の
罪
責
を
負
う
と
す
る
見
解
で
あ

る
（
19
）
。
同
じ
く
限
定
否
定
説
は
、
基
本
的
に
否
定
説
の
立
場
に
立
ち

な
が
ら
、
後
行
者
は
関
与
後
の
行
為
に
つ
い
て
共
同
正
犯
の
罪
責

を
負
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
先
行
者
の
行
為
が
後

行
者
関
与
後
も
効
果
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
見
解

（
仮
に
「
効
果
説
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
（
20
）
）
と
先
行
者
が
実
現
し

よ
う
と
す
る
強
取
・
詐
取
・
喝
取
と
い
っ
た
結
果
に
つ
い
て
、
後

行
者
が
関
与
す
る
時
点
で
因
果
性
を
有
し
後
行
者
が
結
果
を
左
右

し
え
た
以
上
、
後
行
者
は
強
盗
・
詐
欺
・
恐
喝
の
罪
責
を
負
う
と

す
る
見
解
（
仮
に
「
因
果
性
説
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
（
21
）
）
と
が
あ

る
。

を
（
裁
判
例
4
）
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
（
15
）
。
補
足
意
見
が
、「
強
盗
、
恐
喝
、
詐
欺

等
の
罪
責
を
負
わ
せ
る
場
合
に
は
、
共
謀
加
担
前
の
先
行
者
の
行

為
の
効
果
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
罪
の
結
果
に
つ
い
て
因

果
関
係
を
持
ち
、
犯
罪
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
の
で
、
承

継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、〈
先
行
者
の
行
為
の
効
果
の
利
用
（
利
用
行
為
）
と

結
果
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
強
盗
罪
等
の
犯

罪
の
成
立
を
認
め
う
る
〉
と
い
う
の
が
本
件
決
定
の
考
え
で
あ
る
、

と
み
る
の
が
素
直
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
本
件
決
定
の
射
程
距
離
は
、「
別
個
の
傷
害
」
が

認
め
ら
れ
る
傷
害
事
案
に
限
定
さ
れ
る
。
強
盗
罪
、
恐
喝
罪
、
詐

欺
罪
等
で
ど
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。

四　

本
件
決
定
と
学
説

周
知
の
よ
う
に
、
承
継
的
共
同
正
犯
の
問
題
に
関
す
る
日
本
の

学
説
は
（
16
）
、
完
全
肯
定
説
、
完
全
否
定
説
、
中
間
説
（
限
定
肯
定

説
、
限
定
否
定
説
）
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
完
全
肯
定
説

は
、
一
罪
の
一
部
に
関
与
し
て
い
る
以
上
、
全
体
に
対
し
共
同
正

犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
と
す
る
見
解
で
あ
る
（
17
）
。
こ
れ
に
対
し
、

一
八
六



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
六
七
）

結
果
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
い
か
に
規
範
的
評
価

を
加
え
て
も
関
与
以
前
の
行
為
及
び
結
果
に
つ
い
て
共
同
正
犯
と

し
て
の
罪
責
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
本
件
決
定
は
、
法
廷
意
見
と
補
足
意
見
と
を
併
せ
読

む
と
、
中
間
説
の
因
果
性
説
に
類
似
し
た
考
え
に
立
脚
し
て
い
る

と
い
え
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
て
は
な
お
疑
問
が

あ
る
。
強
盗
罪
・
恐
喝
罪
・
詐
欺
罪
の
事
例
で
は
、
確
か
に
、
関

与
後
の
行
為
が
財
物
の
占
有
移
転
と
い
う
「
結
果
」
と
因
果
関
係

を
持
つ
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
占
有
移
転
の
原
因
で
あ
る
暴

行
・
脅
迫
・
欺
罔
と
い
っ
た
「
行
為
」
と
因
果
関
係
を
持
た
な
い

以
上
、
後
行
者
が
強
盗
罪
・
恐
喝
罪
・
詐
欺
罪
の
共
同
正
犯
と
な

る
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
点
、
む
し
ろ
効

果
説
を
精
緻
化
し
て
、
暴
行
・
脅
迫
・
欺
罔
が
関
与
後
も
存
在
し

後
行
者
が
こ
れ
に
加
担
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
定
す
る
工

夫
を
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
25
）
。

第
三
に
、
本
件
決
定
が
「
傷
害
の
重
篤
化
」
を
傷
害
罪
の
結
果

と
考
え
た
こ
と
が
、
今
後
の
実
務
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
が
気
に
か
か
る
。「
相
当
程
度
の
傷
害
の
重
篤
化
」
を
傷
害
に

当
た
る
と
す
る
こ
と
が
理
論
上
可
能
で
あ
っ
て
も
、
立
証
は
容
易

で
は
あ
る
ま
い
（
26
）（
そ
も
そ
も
「
傷
害
の
軽
重
を
知
る
こ
と
」
が
で

以
上
を
前
提
に
学
説
と
の
関
係
で
本
件
決
定
を
位
置
づ
け
る
。

学
説
に
は
、
本
件
決
定
は
、（
裁
判
例
4
）
の
よ
う
な
限
定
肯
定

説
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
も
の
が
あ
る
（
22
）
。
し
か
し
、

補
足
意
見
と
の
類
似
性
か
ら
見
て
、
限
定
否
定
説
中
の
因
果
性
説

が
本
件
決
定
の
考
え
に
最
も
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る

の
が
素
直
で
あ
ろ
う
（
23
）
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
完
全
否
定
説
か
ら
の

「
そ
れ
は
先
行
者
の
行
為
ま
で
承
継
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

い
う
る
に
す
ぎ
ず
、
理
由
付
け
に
お
い
て
結
論
の
先
取
り
が
な
さ

れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
可
能
で
あ
る
」
と
い
っ
た
批
判
（
24
）
が
本
件
決

定
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五　

結
語
に
か
え
て
│
本
件
決
定
に
つ
い
て
の
私
見

最
後
に
本
件
決
定
に
つ
い
て
の
筆
者
ら
の
評
価
を
記
し
て
結
語

に
か
え
た
い
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
紙
幅
を
超
過
し
て
い

る
の
で
、
承
継
的
共
同
正
犯
の
問
題
に
つ
い
て
の
理
論
の
提
示
な

ど
は
別
の
機
会
に
行
う
し
か
な
い
。

第
一
に
、
裁
判
例
、
学
説
に
お
い
て
限
定
肯
定
説
が
有
力
で

あ
っ
た
状
況
下
で
、
本
件
決
定
が
共
謀
加
担
前
に
生
じ
た
結
果
に

つ
い
て
「
因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
明
言
し
た
こ
と

は
、
因
果
的
共
犯
論
の
見
地
か
ら
、
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
刑
事
責
任
は
自
己
の
行
為
と
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
さ
せ
た

一
八
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
六
八
）

説
」
に
分
け
、「
限
定
肯
定
説
」
を
さ
ら
に
二
説
に
分
け
た
上
、
否

定
説
も
「
全
面
否
定
説
」
と
「
限
定
否
定
説
」
に
分
け
、
さ
ら
に
、

結
合
犯
に
つ
い
て
の
み
肯
定
説
を
採
る
「
折
衷
説
」
が
あ
る
と
す

る
。
こ
れ
に
対
し
、
西
田
・
前
掲
注（
1
）二
一
五
頁
は
、
甲
が
強

盗
の
故
意
で
Ａ
に
暴
行
を
加
え
て
負
傷
さ
せ
た
後
で
乙
が
金
員
奪

取
の
み
に
関
与
し
た
と
い
う
事
例
で
、
乙
を
強
盗
致
傷
罪
の
共
犯

と
す
る
「
肯
定
説
」、
窃
盗
罪
の
共
犯
と
す
る
「
否
定
説
」、
先
行

者
の
行
為
の
効
果
が
後
行
者
の
関
与
後
に
も
及
ん
で
お
り
後
行
者

が
こ
れ
を
利
用
す
る
限
り
で
強
盗
罪
の
共
犯
と
す
る
「
中
間
説
」

に
分
け
、
さ
ら
に
、
窃
盗
罪
の
共
同
正
犯
と
強
盗
致
傷
罪
ま
た
は

強
盗
罪
の
幇
助
と
の
観
念
的
競
合
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
3
） 

前
掲
注（
1
）の
匿
名
解
説
（
判
例
時
報
二
一
八
七
号
一
四
四

〜
一
四
五
頁
）、
高
橋
則
夫
『
刑
法
総
論
』
四
五
一
頁
（
成
文
堂
、

第
二
版
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
4
） 

前
田
雅
英
「
承
継
的
共
同
正
犯
」
警
察
学
論
集
六
六
巻
一
号

一
四
三
頁
（
二
〇
一
三
年
）。

（
5
） 

ア
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
札
幌
高
判
昭
和
二
八
年
六
月

三
〇
日
高
刑
集
六
巻
七
号
八
五
九
頁
、
東
京
高
判
昭
和
三
四
年

一
二
月
二
日
東
京
高
等
裁
判
所
刑
事
判
決
時
報
一
〇
巻
一
二
号

四
三
五
頁
、
東
京
高
判
昭
和
三
四
年
一
二
月
七
日
高
刑
集
一
二
巻

一
〇
号
九
八
〇
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
二
六
日
下
刑

集
七
巻
一
〇
号
一
八
五
三
頁
、
東
京
高
判
昭
和
五
七
年
七
月
一
三

日
判
例
時
報
一
〇
八
二
号
一
四
一
頁
な
ど
。
イ
に
属
す
る
も
の
と

し
て
、
名
古
屋
高
判
昭
和
二
九
年
一
〇
月
二
八
日
高
刑
裁
特
一
巻

き
な
い
と
い
う
事
態
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
う
る
か
ら
こ
そ
刑
法

二
〇
七
条
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
）。
裁
判
官
が

「
重
篤
化
」
と
い
う
傷
害
結
果
を
安
易
に
認
定
す
る
よ
う
に
な
ら

な
い
こ
と
と
、
検
察
官
が
立
証
困
難
を
回
避
し
て
二
〇
七
条
に
依

拠
し
た
起
訴
を
す
る
姿
勢
に
転
じ
な
い
こ
と
を
願
う
の
み
で
あ

る
（
27
）
。注（

1
） 

豊
田
兼
彦
「
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
」
法
学
セ
ミ

ナ
ー
六
九
七
号
一
三
三
頁
（
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
な
お
、
今
ま

で
最
高
裁
判
例
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
件
決
定

に
つ
い
て
の
匿
名
解
説
（
判
例
時
報
二
一
八
七
号
一
四
二
頁
、
判

例
タ
イ
ム
ズ
一
三
八
九
号
一
〇
九
頁
│
い
ず
れ
も
二
〇
一
三
年
│

以
下
、
本
匿
名
解
説
は
判
例
時
報
の
頁
で
引
用
す
る
）、
金
山
薫

「
承
継
的
共
犯
」
龍
岡
資
晃
編
『
現
代
裁
判
法
大
系
30
〔
刑
法
・
刑

事
訴
訟
法
〕』
五
三
頁
（
新
日
本
法
規
、
一
九
九
九
年
）、
照
沼
亮

介
『
体
系
的
共
犯
論
と
刑
事
不
法
論
』
二
一
三
頁
（
弘
文
堂
、

二
〇
〇
五
年
）、
西
田
典
之
『
共
犯
理
論
の
展
開
』
二
一
六
頁
（
成

文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
2
） 

学
説
は
、
複
雑
に
分
岐
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
斉
藤
誠
二

「
承
継
的
共
同
正
犯
を
め
ぐ
っ
て
」
筑
波
法
政
八
号
一
〇
〜
二
〇
頁

（
一
九
八
五
年
）
は
、
肯
定
説
を
「
全
面
肯
定
説
」
と
「
限
定
肯
定

一
八
八



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
六
九
）

述
べ
て
、
被
告
人
両
名
に
つ
い
て
は
強
盗
罪
の
共
同
正
犯
が
成

立
す
る
に
と
ど
ま
る
と
し
た
も
の
）
│
な
お
、
前
田
・
前
掲
注

（
4
）一
五
二
頁
は
、
こ
の
判
決
を
支
持
し
て
い
る
。

③
東
京
高
判
平
成
二
一
年
三
月
一
〇
日
東
京
高
等
裁
判
所
（
刑
事
）

判
決
特
報
一
〜
一
二
号
二
五
頁
（
Ｘ
ら
が
、
平
成
一
九
年
九
月

下
旬
に
、
Ａ
に
対
し
、
金
員
を
交
付
す
る
よ
う
要
求
し
、
同
年

一
〇
月
下
旬
に
被
告
人
に
助
け
を
求
め
、
翌
一
一
月
一
三
日
に

被
告
人
が
Ｘ
ら
共
に
Ａ
に
対
し
金
員
を
要
求
し
た
と
い
う
事
案

に
つ
い
て
、
被
告
人
に
は
Ｘ
ら
の
先
行
行
為
を
積
極
的
に
利
用

す
る
意
思
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
意

思
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、「
被
告
人
が
こ
の
よ
う

に
時
間
的
・
場
所
的
に
離
隔
し
た
先
行
行
為
そ
れ
自
体
に
つ
い

て
も
共
同
正
犯
と
し
て
の
刑
事
責
任
を
負
う
と
す
べ
き
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述

べ
て
、
被
告
人
は
関
与
以
後
の
恐
喝
行
為
に
つ
い
て
の
み
恐
喝

未
遂
罪
の
共
同
正
犯
の
罪
責
を
負
う
と
し
た
も
の
）

（
7
） 

照
沼
・
前
掲
注（
1
）二
三
〇
頁
は
、（
裁
判
例
1
）
を
「
限
定

的
に
『
承
継
』
を
認
め
る
判
例
」
の
パ
タ
ー
ン
に
入
る
も
の
と
評

価
し
て
い
る
。
し
か
し
、（
裁
判
例
1
）
の
判
決
は
、
被
告
人
が
組

事
務
所
に
到
着
し
た
後
の
組
長
Ｘ
を
含
む
共
犯
者
ら
の
暴
行
に
つ

き
被
告
人
は
共
同
正
犯
の
罪
責
を
負
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
共
同
正
犯
の
関
係
に
あ
る
Ｘ
の
暴
行
に
よ
っ
て
死
亡
結
果
を

惹
起
し
た
ゆ
え
に
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
と
な
る
と
し
た
裁
判

例
と
し
て
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
も
っ
と
も
、「
介
入
後
の
共

一
〇
号
四
二
七
頁
、
浦
和
地
判
昭
和
三
三
年
三
月
二
八
日
判
例
時

報
一
四
六
号
三
三
頁
、
広
島
高
判
昭
和
三
四
年
二
月
二
七
日
高
刑

集
一
二
巻
一
号
三
六
頁
、
福
岡
地
判
昭
和
四
〇
年
二
月
二
四
日
下

刑
集
七
巻
二
号
二
二
七
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
四
五
年
一
月
一
七
日

判
例
時
報
五
九
七
号
一
一
七
頁
な
ど
。
ウ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、

東
京
地
判
昭
和
四
〇
年
八
月
一
〇
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
八
一
号

一
九
二
頁
、
岡
山
地
判
昭
和
四
五
年
六
月
三
日
判
例
時
報
六
一
一

号
一
〇
三
頁
、
横
浜
地
判
昭
和
五
六
年
七
月
一
七
日
判
例
時
報

一
〇
一
一
号
一
四
二
頁
、
札
幌
地
判
昭
和
五
六
年
一
一
月
九
日
判

例
時
報
一
〇
四
九
号
一
六
八
頁
、
東
京
地
判
平
成
七
年
一
〇
月
九

日
判
例
時
報
一
五
九
八
号
一
五
五
頁
な
ど
。

（
6
） 

前
掲
注（
1
）の
匿
名
解
説
（
判
例
時
報
二
一
八
七
号
一
四
二

頁
）
参
照
。
そ
の
よ
う
な
「
高
裁
判
決
」
と
し
て
は
、
次
の
三
判

決
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
東
京
高
判
平
成
一
六
年
六
月
二
二
日
東
京
高
等
裁
判
所
（
刑
事
）

判
決
特
報
五
五
巻
一
〜
一
二
号
五
〇
頁
（
監
禁
罪
に
つ
き
否
定

的
な
判
断
を
し
た
も
の
）

②
東
京
高
判
平
成
一
七
年
一
一
月
一
日
東
京
高
等
裁
判
所
（
刑
事
）

判
決
特
報
五
六
巻
一
〜
一
二
号
七
五
頁
（
原
判
決
が
、
被
告
人

両
名
に
つ
き
、
他
の
者
と
の
共
謀
成
立
後
の
暴
行
が
被
害
者
両

名
に
新
た
な
傷
害
を
負
わ
せ
、
既
に
負
っ
て
い
た
傷
害
を
「
増

悪
」
さ
せ
た
と
認
定
し
て
、
強
盗
致
傷
罪
の
共
同
正
犯
と
な
る

と
し
た
の
に
対
し
、
新
た
な
傷
害
を
「
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
増
悪
さ
せ
た
と
も
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

一
八
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
七
〇
）

て
お
り
（
原
田
國
男
「
共
犯
関
係
が
解
消
し
て
い
な
い
と
さ
れ
た

事
例
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
元
年
度
）』

一
八
二
頁
〔
法
曹
会
、
一
九
九
一
年
〕）、
そ
の
後
の
最
決
平
成

二
一
年
六
月
三
〇
日
刑
集
六
三
巻
五
号
四
七
五
頁
の
調
査
官
解
説

も
因
果
的
共
犯
論
を
基
礎
に
置
い
た
考
察
を
加
え
て
い
る
（
任
介

辰
哉
「
共
犯
者
が
住
居
に
侵
入
し
た
後
強
盗
に
着
手
す
る
前
に
現

場
か
ら
離
脱
し
た
場
合
に
お
い
て
共
謀
関
係
の
解
消
が
否
定
さ
れ

た
事
例
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
二
一
年
度
）』

一
八
一
〜
一
八
四
頁
〔
法
曹
会
、
二
〇
一
三
年
〕。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
因
果
的
共
犯
論
が
承
継
的
共
犯
の
問
題
に
お
い
て
も
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
予
測
な
い
し
期
待
さ
れ
て
い
た
（
林
幹
人
「
共

犯
の
因
果
性
│
最
高
裁
平
成
二
一
年
六
月
三
〇
日
決
定
を
契
機
と

し
て
」
法
曹
時
報
六
二
巻
七
号
一
三
頁
〔
二
〇
一
〇
年
〕、
同
『
判

例
刑
法
』
一
五
二
頁
〔
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
〕
参
照
）。

な
お
、
従
来
、
離
脱
に
比
し
て
承
継
的
共
同
正
犯
の
因
果
的
共

犯
論
と
の
距
離
が
「
や
や
遠
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、

嶋
矢
貴
之
「
共
犯
の
諸
問
題
│
共
犯
と
錯
誤
、
共
犯
の
離
脱
、
承

継
的
共
同
正
犯
、
共
謀
の
射
程
」
法
律
時
報
八
五
巻
一
号
三
一
頁

（
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
11
） 

従
来
の
学
説
に
お
い
て
、〈
既
存
の
傷
害
の
重
篤
化
は
（
別
個

の
）
傷
害
に
当
た
る
か
〉
は
十
分
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
な
い
。
例

え
ば
、
大
塚
仁
『
刑
法
各
論　

上
巻
』（
現
代
法
律
学
全
集
26
）

六
一
頁
（
青
林
書
院
、
改
訂
版
、
一
九
八
四
年
）
で
も
、「
病
者
の

病
気
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
」
生
理
的
機
能
障
害
説
か
ら
は

犯
者
の
行
為
に
よ
り
死
の
結
果
を
惹
起
し
た
こ
と
が
証
拠
上
蓋
然

性
が
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
犯
た
る
傷
害
致
死
全
体

に
つ
い
て
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
因
果
関
係
の
立
証
困
難
性

を
考
慮
し
た
判
断
を
し
て
い
る
と
み
る
余
地
が
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
（
な
お
、
西
田
・
前
掲
注（
1
）二
一
八
頁
は
、（
裁
判
例

1
）
な
い
し
（
裁
判
例
3
）
は
「
承
継
的
共
同
正
犯
肯
定
説
が
因

果
関
係
の
立
証
困
難
性
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
点
」
で
共
通
す
る
と
す
る
）。

（
8
） 

照
沼
・
前
掲
注（
1
）二
三
四
〜
二
三
五
頁
は
、（
裁
判
例
6
）

を
「
限
定
的
に
『
承
継
』
を
認
め
る
判
例
」
の
パ
タ
ー
ン
に
入
る

も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
完
全
肯
定
説
に
立
つ
裁

判
例
と
評
価
す
る
も
の
と
し
て
、
早
渕
宏
毅
「
傷
害
の
事
案
に
つ

い
て
い
わ
ゆ
る
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を
否
定
し
た
事
例
」
研

修
七
七
七
号
三
七
頁
（
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
9
） 

照
沼
・
前
掲
注（
1
）二
二
二
頁
は
、（
裁
判
例
5
）
を
「
積
極

的
に
『
承
継
』
を
肯
定
す
る
判
例
」
の
パ
タ
ー
ン
に
入
る
も
の
と

評
価
し
て
い
る
。

（
10
） 

本
件
決
定
の
背
後
に
は
因
果
的
共
犯
論
の
最
高
裁
判
例
へ
の

浸
透
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
因
果
的
共
犯
論
は
、
共
犯
関
係
か

ら
の
離
脱
（
解
消
）
の
問
題
の
解
決
に
関
し
て
最
高
裁
に
採
用
さ

れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
最
決
平
成
元
年
六
月
二
六

日
刑
集
四
三
巻
六
号
五
六
七
頁
に
つ
い
て
の
調
査
官
解
説
は
、
同

決
定
は
「
因
果
共
犯
論
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
」
と
し

一
九
〇



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
七
一
）

と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
補
足
意
見

が
、
傷
害
罪
に
つ
い
て
は
「
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
得

る
場
合
は
、
容
易
に
は
想
像
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
件
決
定
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
傷
害
罪
に

つ
い
て
は
、
共
謀
加
担
後
の
行
為
と
傷
害
結
果
と
の
間
の
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
っ
て
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
罪
責
を

負
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
16
） 

ち
な
み
に
、
承
継
的
共
同
正
犯
（sukzessive M

ittäterschaft

）

に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
の
判
例
は
、
一
九
七
四
年
のB

G
H
 M
D
R
 

1975,365

か
ら
承
継
を
認
め
る
範
囲
を
限
定
す
る
姿
勢
を
み
せ
始

め
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
、「
各
自
の
行
為
寄
与
の
な
い
共
同
正
犯

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
す
る
ロ
ク
シ
ン
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
、

学
説
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
（V

gl.C
lau

s R
oxin,T

äterschaft 
und T

atherrschaft,7.A
ufl .,2000,S

.592.

照
沼
・
前
掲
注（
1
）

二
四
九
〜
二
九
〇
頁
参
照
）。
ド
イ
ツ
の
判
例
、
学
説
に
つ
い
て
は
、

斉
藤
・
前
掲
注（
2
）二
〇
〜
三
一
頁
、
上
野
幸
彦
「
承
継
的
共
同

正
犯
の
批
判
的
検
討
」
法
学
研
究
年
報
（
日
本
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
）
一
四
号
四
〜
一
八
頁
（
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
17
） 

小
野
清
一
郎
「
強
盗
殺
人
に
お
け
る
殺
人
後
奪
取
の
み
に
対

す
る
加
功
」
刑
事
判
例
研
究
会
編
『
刑
事
判
例
評
釈
集　

第
一
巻
』

四
一
八
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
四
一
年
）、
植
松
正
「
強
盗
殺
人
罪
に

お
け
る
殺
人
後
の
奪
取
行
為
へ
の
加
擔
」
日
本
法
学
五
巻
五
号

七
五
頁
（
一
九
二
五
年
）
な
ど
。

（
18
） 
牧
野
英
一
『
重
訂
日
本
刑
法　

上
巻
』
四
四
六
頁
（
有
斐
閣
、

傷
害
に
な
る
と
い
う
程
度
の
記
述
が
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

裁
判
例
で
は
、
前
掲
注（
6
）の
東
京
高
判
平
成
一
七
年
一
一
月
一

日
を
、
既
に
負
っ
て
い
た
傷
害
の
「
増
悪
」
が
傷
害
に
当
た
る
と

い
う
解
釈
を
前
提
に
判
断
し
た
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
前
田
・
前
掲
注（
4
）一
四
五
頁
は
「
共
謀
前
に
生
じ
て

い
た
重
篤
な
傷
害
に
加
え
て
、
共
謀
参
加
後
の
者
が
、
さ
し
て
重

大
で
な
い
暴
行
に
よ
り
、
被
害
者
の
死
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
に
は
、

死
亡
結
果
に
つ
い
て
、
共
同
正
犯
の
責
を
負
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う

だ
と
す
る
と
、
共
謀
前
に
加
え
ら
れ
た
重
大
な
暴
行
で
動
け
な
く

な
っ
た
被
害
者
に
、
後
か
ら
加
わ
っ
て
傷
害
を
若
干
重
く
し
た
よ

う
な
場
合
に
、
傷
害
罪
の
刑
責
を
負
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
既
存
の
傷
害
と
は
別
の
新
た

な
傷
害
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、「
若
干
重
く
し
た
」
程
度
で
は

足
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
12
） 

前
掲
注（
1
）の
匿
名
解
説
│
判
例
時
報
二
一
八
七
号
一
四
四

〜
一
四
五
頁
。
な
お
、
早
渕
・
前
掲
注（
8
）三
〇
頁
参
照
。

（
13
） 

丸
山
嘉
代
「
共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者

が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合

の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
」
警
察
学
論
集
六
六
巻
二
号
一
五
六
〜

一
五
七
頁
（
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
14
） 

早
渕
・
前
掲
注（
8
）三
一
〜
三
二
頁
参
照
。

（
15
） 

早
渕
・
前
掲
注（
8
）三
〇
頁
は
、「
換
言
す
れ
ば
『
動
機
な
い

し
契
機
』
に
と
ど
ま
ら
な
い
一
定
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
の
余
地
を
留
保
し
て
い
る
と
み
る
こ

一
九
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
七
二
）

と
評
価
し
て
い
る
の
で
、
限
定
肯
定
説
に
分
類
で
き
よ
う
。

（
20
） 

平
野
龍
一
『
刑
法　

総
論
Ⅱ
』
三
八
三
頁
（
有
斐
閣
、

一
九
七
五
年
）、
前
田
雅
英
『
刑
法
総
論
講
義
』
五
〇
一
頁
（
東
京

大
学
出
版
会
、
第
五
版
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

（
21
） 

西
田
典
之
『
刑
法
総
論
』
三
六
七
頁
（
弘
文
堂
、
第
二
版
、

二
〇
一
〇
年
）、
佐
伯
仁
志
『
刑
法
総
論
の
考
え
方
・
楽
し
み
方
』

三
八
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
22
） 

高
橋
・
前
掲
注（
3
）四
五
一
頁
参
照
。

（
23
） 

因
果
性
説
の
立
場
か
ら
本
件
決
定
は
「
因
果
性
を
重
視
し
た

妥
当
な
判
決
で
あ
る
」
と
支
持
さ
れ
て
い
る
（
佐
伯
・
前
掲
注

（
21
）三
八
八
頁
参
照
）。

（
24
） 

山
口
・
前
掲
注（
18
）三
五
一
頁
参
照
。

（
25
） 

先
行
者
が
Ａ
に
暴
行
・
脅
迫
を
加
え
て
反
抗
を
抑
圧
し
た
後
、

後
行
者
が
現
れ
れ
ば
、
現
場
で
後
行
者
が
先
行
者
と
協
力
し
て
行

動
す
る
こ
と
自
体
、「
抵
抗
す
れ
ば
今
度
は
二
人
が
か
り
で
暴
行
を

加
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
Ａ
に
加
え
る
も
の
と

し
て
強
盗
罪
に
お
け
る
脅
迫
に
該
当
す
る
と
認
定
で
き
る
場
合
が

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
後
行
者
が
強
盗
罪
の
共
同
正
犯
に

な
る
と
す
る
こ
と
に
は
比
較
的
問
題
が
な
い
と
思
う
（
恐
喝
罪
・

詐
欺
罪
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
恐
喝
罪
に
つ

き
、
前
田
雅
英
『
最
新
重
要
判
例
250
〔
刑
法
〕』
八
二
頁
〔
弘
文
堂
、

第
九
版
、
二
〇
一
三
年
〕
参
照
）。

（
26
） 
前
田
・
前
掲
注（
4
）一
四
六
頁
も
「『
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ

る
傷
害
』
の
認
定
、
そ
の
た
め
の
立
証
は
非
常
に
困
難
だ
と
思
わ

第
六
一
版
、
一
九
三
七
年
）、
相
内
信
「
承
継
的
共
犯
に
つ
い
て
」

金
沢
法
学
二
五
巻
二
号
四
二
〜
四
三
頁
（
一
九
八
三
年
）、
曽
根
威

彦
『
刑
法
の
重
要
問
題
〔
総
論
〕』
三
五
四
頁
（
成
文
堂
、
第
二
版
、

二
〇
〇
五
年
）、
浅
田
和
茂
『
刑
法
総
論
』
四
二
二
〜
四
二
三
頁

（
成
文
堂
、
補
正
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
山
口
厚
『
刑
法
総
論
』

三
五
〇
〜
三
五
一
頁
（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

幇
助
の
成
立
を
認
め
る
見
解
と
し
て
は
、
斉
藤
・
前
掲
注（
2
）

三
一
頁
、
照
沼
・
前
掲
注（
1
）二
四
七
頁
、
高
橋
・
前
掲
注（
3
）

四
四
七
頁
、
上
野
・
前
掲
注（
16
）四
一
頁
、
井
田
良
『
講
義
刑
法

学
・
総
論
』
四
七
三
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）、
山
中
敬
一

『
刑
法
総
論
』
八
五
五
頁
（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
〇
八
年
）
な

ど
が
あ
る
。

（
19
） 

岡
野
光
雄
「
承
継
的
共
犯
」
阿
部
純
二
ほ
か
編
『
刑
法
基
本

講
座
〈
第
四
巻
〉
│
未
遂
、
共
犯
、
罪
数
論
』
一
八
七
頁
（
法
学

書
院
、
一
九
九
二
年
）、
福
田
平
『
刑
法
総
論
』
二
七
二
頁
（
有
斐

閣
、
第
五
版
、
二
〇
一
一
年
）、
藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義　

総
論
』

二
九
〇
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
七
五
年
）、
板
倉
宏
『
刑
法
総
論
』

二
九
六
頁
（
勁
草
書
房
、
補
訂
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
大
谷
實
『
刑

法
講
義
総
論
』
四
二
〇
頁
（
成
文
堂
、
新
版
第
四
版
、
二
〇
一
二

年
）、
佐
久
間
修
『
刑
法
総
論
』
三
七
〇
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九

年
）、
川
端
博
『
刑
法
総
論
講
義
』
五
七
〇
頁
（
成
文
堂
、
第
三
版
、

二
〇
一
三
年
）
な
ど
。
な
お
、
団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
』

三
九
三
頁
（
創
文
社
、
第
三
版
、
一
九
九
〇
年
）
も
（
裁
判
例
4
）

の
判
例
を
「
お
お
む
ね
妥
当
な
方
向
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
」

一
九
二



共
謀
加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
八
七
三
）

れ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
27
） 

承
継
的
共
同
正
犯
が
問
題
と
な
る
事
案
に
つ
い
て
は
二
〇
七

条
を
適
用
で
き
な
い
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
り
（
板
倉
宏
『
刑

法
各
論
』
三
五
頁
〔
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
四
年
〕、
大
谷
實
『
刑
法

講
義
各
論
』
三
七
頁
〔
成
文
堂
、
新
版
第
四
版
、
二
〇
一
三
年
〕、

西
田
典
之
『
刑
法
各
論
』
四
七
頁
〔
弘
文
堂
、
第
六
版
、

二
〇
一
二
年
〕
な
ど
参
照
）、
同
条
が
例
外
的
規
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
多
数
説
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

し
て
も
、
承
継
的
共
同
正
犯
の
事
案
を
立
証
の
簡
易
化
の
た
め
に

同
時
犯
の
訴
因
で
起
訴
し
て
、
情
状
と
し
て
共
同
正
犯
に
匹
敵
す

る
可
罰
性
を
有
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
刑
事

訴
訟
法
一
条
の
目
的
（
事
案
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
て
刑
罰
法
令

を
適
正
に
適
用
実
現
す
る
目
的
）
に
反
し
許
さ
れ
な
い
と
思
う
。

一
九
三




